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近
松
門
左
衛
門
か
ら
並
木
宗
輔
（
一
六
九
五
～
一
七
五
一
年
）
、
近
松
半
二
（
一
七
二
五
～
八
三
年
）
に
継
承
さ
れ
た
も
の
は
何
で

あ
ろ
う
か
。
宗
輔
や
半
二
が
新
し
く
付
け
加
え
た
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
並
木
正
三
（
一
七
三
〇
～
七
三
年
）
や
並
木
五

瓶
（
一
七
四
七
～
一
八
〇
八
年
）
に
継
承
さ
れ
た
も
の
は
何
か
。
正
三
や
五
瓶
が
新
し
く
付
け
加
え
た
も
の
は
何
か
。
こ
こ
で
は
、
そ

う
し
た
点
に
つ
い
て
空
間
設
定
に
着
目
し
考
え
て
み
た
い
思
う
。
重
要
な
先
行
研
究
は
河
竹
繁
俊
『
歌
舞
伎
作
者
の
研
究
』
（
東
京

堂
、
一
九
三
〇
年
）
、
園
田
民
雄
『
浄
瑠
璃
作
者
の
研
究
』
（
同
、
一
九
四
三
年
）
か
ら
諏
訪
春
雄
『
近
世
戯
曲
史
序
説
』
（
白
水
社
、

一
九
八
六
年
）
、
内
山
美
樹
子
『
浄
瑠
璃
の
十
八
世
紀
』
（
勉
誠
出
版
、
一
九
八
九
年
）
ま
で
少
な
く
な
い
。
『
岩
波
講
座
歌
舞
伎
・
文
楽
』

全
十
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
・
八
年
）
の
ほ
か
半
二
に
つ
い
て
は
『
芸
能
史
研
究
』
五
八
、
正
三
に
つ
い
て
は
『
歌
舞
伎　

研
究
と

批
評
』
七
の
特
集
号
が
あ
り
、
近
年
の
論
著
と
し
て
は
渡
辺
保
『
江
戸
演
劇
史
』
上
下
（
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
）
、
内
山
美
樹
子
『
文

楽　

二
十
世
紀
後
期
の
輝
き
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。
な
お
、
以
下
の
引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
叢

書
江
戸
文
庫
、
歌
舞
伎
台
帳
集
成
、
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
未
翻
刻
作
品
集
成
な
ど
に
よ
る
。

　
　
　
　
　

一
　
並
木
宗
輔
論
―
―
学
び
と
合
作

　

操
り
人
形
が
そ
れ
ま
で
の
一
人
遣
い
か
ら
三
人
遣
い
に
な
る
こ
と
と
も
呼
応
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
近
松
門
左
衛
門
の
時
代
に
続

く
の
は
合
作
の
時
代
で
あ
る
。
豊
竹
座
の
並
木
宗
輔
が
竹
本
座
に
移
っ
て
改
名
し
た
並
木
千
柳
、
竹
田
出
雲
、
三
好
松
洛
、
こ
の
三
人
の
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合
作
で
三
年
の
う
ち
に
立
て
続
け
に
上
演
さ
れ
た
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
『
義
経
千
本
桜
』
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
は
奇
跡
的
な
三
作
品
と

い
え

〔
１
〕

る
。
近
松
の
継
承
と
拡
大
を
鮮
や
か
に
成
し
遂
げ
た
芝
居
だ
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
点
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

合
作
の
分
担
に
つ
い
て
は
す
で
に
推
定
案
が
あ
る
が
（
内
山
前
掲
書
を
参
照
）
、
興
味
深
い
の
は
三
作
品
に
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
点
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
近
松
の
『
天
神
記
』
（
正
徳
四
年
）
に
習
っ
た
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
（
延
享
三
年
）
で
は
、
と
り

わ
け
学
習
の
主
題
が
顕
著
で
あ
る
。
宗
輔
の
単
独
作
『
尊
氏
将
軍
二
代
鑑
』
（
享
保
十
三
年
）
に
は
「
名
筆
懸
物
そ
ろ
へ
」
が
あ
っ
た
が
、

本
作
の
初
段
に
は
筆
法
伝
授
、
四
段
目
に
は
名
高
い
寺
子
屋
が
み
え
る
。

惣
じ
て
筆
の
伝
授
と
い
つ
ぱ
、
永
字
の
八
法
筆
格
の
十
六
点
、
名
を
そ
れ
そ
れ
に
い
ふ
に
及
ば
ず
人
々
の
知
る
所
、
菅
原
の
一
チ

流
は
心
を
伝
る
神
道
口
伝
、
七
日
も
満
る
今
日
只
今
、
神
ン
慮
に
も
叶
ひ
し
源
蔵
と
御
悦
び
は
限
り
な
し
。�

（
初
段
）

一
字
千
金
二
千
金
、
三
千
世
界
の
宝
ぞ
と
、
教
る
人
に
習
ふ
子
の
中
に
交
る
菅
秀
才
、
武
部
源
蔵
夫
婦
の
者
い
た
は
り
か
し
づ
き

我
子
ぞ
と
、
人
目
に
見
せ
て
片
山
家
、
芹
生
の
里
へ
所
が
へ
、
子
供
集
て
読
書
の
器
用
不
器
用
清
書
を
、
顔
に
書
子
と
手
に
書
と

人
形
書
子
は
あ
た
ま
か
く
、
教
へ
る
人
は
取
分
て
世
話
を
か
く
と
ぞ
見
へ
に
け
る
。�

（
四
段
）

　

埴
輪
を
作
ら
せ
た
菅
原
氏
の
始
祖
伝
承
を
踏
ま
え
て
菅
丞
相
の
彫
像
が
身
替
わ
り
に
な
る
二
段
目
も
、
学
び
に
か
か
わ
る
。
本
作
で
も

う
一
つ
興
味
深
い
の
は
「
同
し
胤
腹
一
時
に
生
れ
て
年
シ
も
同
年
、
ど
れ
が
兄
共
弟
共
梅
と
松
と
に
桜
丸
」
と
い
う
三
つ
子
の
設
定
で
あ

る
。
本
作
は
当
時
話
題
の
三
つ
子
誕
生
を
取
り
込
み
、
松
王
丸
、
梅
王
丸
、
桜
丸
を
造
型
し
た
も
の
ら
し
い
。

ヤ
ア
左
い
ふ
大
臣
を
敷
殺
さ
ん
と
、
二
人
が
力
に
車
を
宙
だ
め
、
ひ
つ
く
り
返
す
を
返
さ
れ
じ
と
、
捻
合
松
王
右
へ
押
せ
ば
左
へ

押
し
、
上
つ
お
ろ
し
つ
二
三
度
四
五
度
、
爰
を
先
途
揉
合
し
は
、
祭
の
御
輿
に
異
な
ら
ず
。
時
平
は
上
よ
り
金
剛
力
、
ど
う
ど
踏

だ
る
其
響
、
車
も
心
木
も
粉
微
塵
、
砕
け
し
輈
を
銘
々
提
大
臣
を
打
ん
と
振
り
上
る
。
ヤ
ア
時
平
に
向
ひ
推
参
也
と
、
く
は
つ
と

睨
み
し
眼
の
光
り
、
千
世
界
の
千
日
月
一
度
に
照
す
が
ご
と
く
に
て
、
さ
す
が
の
梅
王
桜
丸
、
思
は
ず
跡
へ
た
ぢ
た
ぢ
た
ぢ
五
体

す
く
ん
で
働
か
ず
無
念
、
無
念
と
計
り
也
。�

（
第
三
）

　

菅
原
道
真
を
陥
れ
た
藤
原
時
平
の
行
く
手
を
遮
ろ
う
と
す
る
梅
王
丸
、
桜
丸
を
松
王
丸
が
押
し
止
め
る
。
第
三
は
宗
輔
が
担
当
し
た
と

さ
れ
る
が
、
「
車
争
い
」
の
場
面
か
ら
は
三
人
の
合
作
者
た
ち
の
緊
張
関
係
が
見
て
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
三
人
に
よ
る
合
作

は
多
く
の
軋
轢
を
も
た
ら
し
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
寺
子
屋
」
の
段
に
も
武
部
源
蔵
夫
婦
、
松
王
丸
夫
婦
、
御
台
・
菅
秀
才
と
い
う
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三
つ
組
が
登
場
す
る
。
そ
れ
は
命
を
奪
っ
た
者
、
奪
わ
れ
た
者
、
奪
っ
て
は
な
ら
な
い
者
の
組
み
合
わ
せ
と
い
え
る
。

　

『
義
経
千
本
桜
』
（
延
享
四
年
）
に
も
手
習
い
の
主
題
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
佐
藤
忠
信
は
「
天
狗
に
習
し
妙
術
に
て
…
観
念
せ

よ
」
と
呼
び
か
け
、
狐
は
と
い
え
ば
懸
命
に
人
間
の
真
似
を
学
び
は
じ
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

此
大
和
ノ
国
に
、
千
年
ン
功
経
牝
狐
牡
狐
、
二
匹
の
狐
を
狩
出
し
、
其
狐
の
生
キ
皮
を
以
ツ
て
拵
た
る
其
鼓
、
雨
の
神
を
い
さ
め

の
神
楽
、
日
に
向
ふ
て
是
を
打
テ
ば
、
鼓
は
元
来
波
の
音
、
狐
は
陰
の
獣
故
、
水
を
発
し
て
降
雨
に
、
民
百
性
は
悦
び
の
声
を
初

メ
て
上
し
よ
り
、
初
ツ
音
の
鼓
と
号
給
ふ
。
其
鼓
は
私
が
親
、
私
め
は
其
鼓
の
子
で
ご
ざ
り
ま
す
と
、
語
る
に
…�

（
第
四
）

　

役
柄
の
上
で
狐
は
懸
命
に
人
間
の
真
似
を
学
ん
で
い
る
が
、
役
者
か
ら
見
れ
ば
懸
命
に
狐
の
真
似
を
学
び
は
じ
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
本
作
は
役
者
の
演
技
に
お
い
て
教
育
的
な
演
目
と
さ
れ
る
。
時
代
物
的
な
知
盛
、
世
話
物
的
な
権
太
、

動
物
の
忠
信
と
い
う
異
な
っ
た
役
柄
を
演
じ
分
け
る
の
が
名
優
の
条
件
に
な
っ
て
い
る
。

　

二
段
目
の
知
盛
、
三
段
目
の
権
太
、
四
段
目
の
忠
信
は
そ
れ
ぞ
れ
変
貌
す
る
役
柄
で
あ
る
。
知
盛
は
船
宿
の
主
人
渡
海
屋
銀
平
か
ら
平

家
の
武
将
へ
、
権
太
は
小
悪
党
か
ら
親
孝
行
へ
、
忠
信
は
人
間
か
ら
狐
へ
変
化
す
る
。
芸
能
教
育
と
い
え
る
『
千
本
桜
』
に
お
い
て
、
頼

朝
か
ら
義
経
に
課
さ
れ
た
難
題
も
三
箇
条
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
（
寛
延
元
年
）
の
冒
頭
に
あ
る
の
は
兜
改
め
の
場
面
だ
が
、
四
七
の
兜
の
中
か
ら
義
貞
の
兜
を
区
別
す
る
顔
世
御

前
の
営
み
は
、
そ
の
ま
ま
四
七
の
仮
名
文
字
を
見
分
け
る
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
に
等
し
い
。
顔
世
が
師
直
の
艶
書
を
拒
む
の
も
、
そ
れ
に
連

な
る
だ
ろ
う
。
師
直
は
兼
好
が
代
作
し
た
艶
書
を
「
手
本
」
と
し
て
押
し
付
け
て
い
る
の
だ
が
、
顔
世
は
そ
れ
を
拒
む
の
で
あ
る
。

悪
事
悖
つ
て
運
強
く
切
れ
ぬ
高
の
師
直
を
、
明
日
の
我
身
の
敵
と
も
、
知
ら
ぬ
塩
冶
が
跡
押
へ
、
直
義
公
は
悠
々
と
歩
御
な
り
給

ふ
御
威
勢
、
人
の
兜
の
龍
頭
御
蔵
に
入
る
数
々
も
、
四
十
七
字
の
い
ろ
は
分
け
仮
名
の
兜
を
和
ら
げ
て
、
兜
頭
巾
の
綻
び
ぬ
国
の
、

掟
ぞ
久
方
の
…�

（
第
一
）

　

顔
世
の
た
め
取
り
な
そ
う
と
し
た
桃
井
若
狭
助
は
、
師
直
の
不
興
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
家
老
の
加
古
川
本
蔵
が
贈
り
物
を

す
る
こ
と
で
、
師
直
の
機
嫌
が
直
る
。
逆
に
、
師
直
の
恋
慕
を
拒
ん
だ
顔
世
の
夫
、
塩
冶
判
官
は
破
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
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い
か
に
場
の
ル
ー
ル
を
学
ぶ
か
が
重
要
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
作
に
は
三
つ
の
死
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
判
官
の
無
念
の
死
で
あ

り
（
「
我
鬱
憤
を
晴
さ
せ
よ
…
」
第
四
）
、
次
に
勘
平
の
本
望
の
死
で
あ
り
（
「
其
方
を
指
加
へ
一
味
の
義
士
四
十
六
人
、
是
を
冥
途
の
土

産
に
せ
よ
…
」
第
六
）
、
最
後
に
本
蔵
の
覚
悟
の
死
で
あ
る
（
「
相
手
死
ず
ば
切
腹
に
及
ぶ
ま
じ
と
、
抱
と
め
た
は
思
ひ
過
し
た
本
蔵
が
、

一
生
の
誤
り
…
」
第
九
）
。

　

お
軽
の
存
在
が
際
立
つ
の
は
、
必
ず
し
も
勘
平
と
の
関
係
に
お
い
て
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
内
蔵
助
と
兄
の
板
挟
み
に
な
っ
た
七
段
目

一
力
茶
屋
の
場
に
お
い
て
で
あ
る
。
双
数
的
な
関
係
に
お
い
て
よ
り
も
、
三
つ
巴
の
関
係
に
お
い
て
際
立
つ
の
で
あ
る
。

　

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
は
近
松
の
『
碁
盤
太
平
記
』
（
宝
永
七
年
）
を
模
倣
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
近
松
作
品
と
は
後
続
の
者
が
学

習
す
る
べ
き
「
仮
名
手
本
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

此
唐
櫃
に
入
置
し
は
、
兄
尊
氏
に
亡
さ
れ
し
新
田
義
貞
、
後
醍
醐
の
天
皇
よ
り
給
は
つ
て
着
せ
し
兜
、
敵
な
が
ら
も
義
貞
は
清
和

源
氏
の
嫡
流
、
着
捨
の
兜
と
い
ひ
な
が
ら
、
其
儘
に
も
打
置
れ
ず
。

　

「
敵
な
が
ら
も
」
打
ち
置
か
れ
ぬ
も
の
、
そ
れ
は
豊
竹
座
に
と
っ
て
近
松
の
存
在
を
意
味
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
三
人
の
合
作
者

は
先
行
者
を
意
識
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

程
も
あ
ら
さ
ず
塩
冶
判
官
、
御
前
へ
通
る
長
廊
下
師
直
呼
か
け
呼
か
け
遅
し
遅
し
、
何
と
心
得
て
ご
ざ
る
、
今
日
は
正
七
ツ
時
と
、

先
刻
か
ら
申
渡
し
た
で
な
い
か
…�

（
第
三
）

　

師
直
は
威
圧
的
な
先
行
者
と
し
て
振
る
舞
っ
て
い
る
。
そ
の
威
圧
的
な
単
数
者
に
、
複
数
の
者
た
ち
が
挑
む
の
が
忠
臣
蔵
の
物
語
で
あ

ろ
う
。
ち
な
み
に
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
先
行
作
で
あ
る
『
忠
臣
金
短
冊
』
（
享
保
十
七
年
）
に
も
学
び
の
テ
ー
マ
は
見
て
取
れ
る
。

塩
冶
判
官
に
相
当
す
る
小
栗
判
官
に
つ
い
て
「
か
ね
て
歌
道
を
ま
な
ぶ
由
…
和
歌
を
ま
な
ぶ
は
日
本
の
な
ら
ひ
…
」
と
み
え
る
か
ら
で
あ

る
。
自
ら
の
背
中
に
書
か
れ
た
密
事
を
読
み
取
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
勘
平
は
殺
さ
れ
る
が
、
金
の
短
冊
に
名
前
が
記
さ
れ
忠
臣
と
な
る

（
第
四
）
。

　

『
狭
夜
衣
鴛
鴦
剣
』
（
元
文
四
年
）
は
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
に
先
行
す
る
宗
輔
の
単
独
作
で
あ
り
、
子
供
の
役
割
が
興
味
深
い
。

ひ
そ
ひ
そ
と
へ
ば
む
す
め
の
ゆ
ふ
な
ぎ
、「
こ
れ
と
と
様
、
あ
の
ぢ
い
様
は
か
た
き
と
一
み
、
あ
く
に
ん
じ
や
が
し
つ
て
か
へ
」
と
、
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聞
て
び
つ
く
り
「
そ
り
や
ど
ふ
し
て
、
な
ん
で
わ
り
や
そ
ふ
い
ふ
」
と
、
ね
ぢ
よ
り
す
り
よ
り
た
づ
ぬ
れ
ば
、
「
さ
れ
ば
い
の
、
此

中
か
た
き
た
だ
よ
し
の
け
ら
い
、
や
く
し
寺
と
や
ら
か
ら
つ
か
ひ
が
き
て
ぢ
い
さ
ま
ば
ば
様
三
つ
が
な
は
、
大
し
や
う
よ
し
助
様

を
よ
び
入
レ
て
こ
ろ
す
さ
う
だ
ん
、
其
の
ち
此
ふ
み
が
お
ね
ま
に
お
ち
て
ご
ざ
つ
た
…
」�

（
第
四
）

　

真
相
を
告
げ
る
と
、
子
供
は
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
近
代
の
批
評
家
か
ら
宗
輔
の
『
和
田
合
戦
女
舞
鶴
』（
元
文
元
年
）
、『
南
蛮
鉄
後
藤
目
貫
』

（
享
保
二
十
年
）
な
ど
は
子
供
が
自
殺
す
る
不
愉
快
な
芝
居
と
み
さ
れ
て
き
た
よ
う
だ
が
（
内
山
前
掲
書
を
参
照
）
、
子
供
の
役
割
に
宗
輔

の
特
徴
と
い
え
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
も
、
五
徳
の
三
本
足
「
三
つ
が
な
」
の
ご
と
く
三
人
が
密
談
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ

が
、
次
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
我
々
三
人
て
き
じ
や
う
へ
ま
ぎ
れ
入
、
内
の
よ
う
が
い
さ
い
け
ん
し
中
ぐ
ろ
の
は
た

を
お
し
た
て
、
あ
い
づ
の
ふ
へ
を
ふ
き
立
な
ば
、
さ
と
み
と
り
山
お
お
だ
ち
の
め
ん
め
ん
、
う
ら
道
よ
り
一
時
に
せ
め
入
、
て
き
を
じ
や

う
ぐ
は
い
の
ひ
ら
ば
へ
お
ひ
だ
し
う
ち
と
る
て
は
づ
…
」
（
第
五
）
。

　

松
王
丸
、
梅
王
丸
、
桜
丸
の
三
つ
子
が
活
躍
す
る
『
手
習
鑑
』
に
お
け
る
三
の
抗
争
。
知
盛
、
権
太
、
忠
信
の
変
貌
ぶ
り
を
描
く
『
千
本
桜
』

に
お
け
る
三
の
変
容
。
判
官
、
勘
平
、
本
蔵
が
そ
れ
ぞ
れ
の
死
を
遂
げ
る
『
忠
臣
蔵
』
に
お
け
る
三
の
反
復
。
先
行
者
の
近
松
に
な
い
も

の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
複
数
の
合
作
者
に
よ
る
複
数
性
の
力
学
で
あ
ろ
う
。
三
の
原
理
と
呼
ん
で
み
た
い
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
プ
ラ
ス

に
働
く
と
は
限
ら
ず
、
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
三
作
品
に
お
い
て
は
奇
跡
的
に
三
の
原
理
が
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
豊
竹
座
か
ら
竹
本
座
へ
移
籍
し
た
宗
輔
は
竹
本
座
と
豊
竹
座
の
芸
風
の
混
交
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
三
人
の
協
力
と
反
目
な

ど
、
合
作
の
三
作
品
に
は
合
作
の
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
本
試
論
の
仮
説
で
あ
る
。

　

宗
輔
が
か
か
わ
っ
た
と
さ
れ
る
歌
舞
伎
『
大
井
川
三
組
盃
』（
寛
保
三
年
）は
三
組
の
敵
討
ち
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
宗
輔
、
三
好
松
洛
、

竹
田
小
出
雲
（
二
世
竹
田
出
雲
）
に
よ
る
合
作
で
あ
る
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
（
延
享
二
年
）
、
『
双
蝶
々
曲
輪
日
記
』
（
寛
延
二
年
）
は
、
双
数

性
が
際
立
ち
つ
つ
も
三
の
力
学
が
働
く
の
で
あ
る
。
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
に
は
「
団
七
九
郎
兵
衛
釣
船
三
婦
一
寸
徳
兵
衛
」
と
い
う
角
書
き

が
あ
り
、
男
伊
達
団
七
、
釣
船
三
婦
、
一
寸
徳
兵
衛
の
三
人
に
団
七
女
房
が
絡
む
。
『
双
蝶
々
曲
輪
日
記
』
の
角
書
き
は
「
関
取
濡
髪
名

取
放
駒
」
だ
が
、
二
人
の
角
力
取
り
の
達
引
き
に
与
五
郎
・
藤
屋
夫
婦
の
情
話
が
絡
ん
で
い
る
。
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二
　
近
松
半
二
論
―
―
妹
背
・
道
中
・
双
六

　

近
松
半
二
作
品
の
特
徴
は
川
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
紀
伊
の
国
の
領
主
大
判
事
清
澄
と
隣
国
大
和
の
領
主
大

宰
少
弐
の
後
室
定
高
が
対
立
す
る
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
（
明
和
八
年
）
の
名
高
い
三
段
目
が
そ
れ
で
あ
る
。

い
え
い
え
そ
れ
で
目
出
た
い
此
祝
言
、
是
が
ほ
ん
の
葬
よ
嫁
入
、
一
代
一
度
の
祝
言
に
、
婿
殿
の
無
紋
の
上
下
、
首
ば
か
り
の
嫁

御
寮
に
、
対
面
せ
う
と
は
し
ら
な
ん
だ
。
そ
れ
も
子
供
が
逃
れ
ぬ
寿
命
、
兎
に
も
角
に
も
世
の
中
の
子
と
い
ふ
文
字
に
死
の
声
の
、

有
る
も
定
ま
る
宿
業
と
、
隔
つ
る
心
親
親
の
積
も
る
思
ひ
の
山
々
は
、
と
け
て
流
れ
て
吉
野
川
、
い
と
ど
漲
る
ば
か
り
な
り
。
（
第
三
）

　

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
で
は
川
が
二
つ
の
世
界
を
隔
て
て
お
り
、
渡
河
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
半
二
の
特
徴
と
し
て
「
雄
大
な
構
想
、

謎
の
多
い
筋
立
て
、
対
照
的
人
物
の
設
定
、
意
志
的
主
人
公
の
造
型
、
対
位
法
的
な
場
面
構
成
、
歌
舞
伎
的
技
巧
の
導
入
」
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
（
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
原
道
生
）
、
そ
れ
ら
は
空
間
設
定
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
空
間
性
の
重

視
は
浄
瑠
璃
を
歌
舞
伎
に
近
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。

　

分
割
さ
れ
た
空
間
設
定
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
竹
本
座
と
豊
竹
座
の
対
立
に
ち
が
い
な
い
。
半
二
の
『
役
行
者
大
峰
桜
』（
宝
暦
元
年
）

は
豊
竹
座
の
紀
海
音
『
大
友
皇
子
玉
座
靴
』
（
享
保
七
年
）
の
書
き
替
え
、
『
愛
護
稚
名
歌
勝
鬨
』
（
宝
暦
三
年
）
は
海
音
『
愛
護
若
塒
箱
』

（
正
徳
五
年
秋
以
前
）
の
書
き
替
え
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
半
二
は
豊
竹
座
を
意
識
し
て
い
る
。

　

安
倍
貞
任
と
結
ば
れ
た
た
た
め
父
に
会
え
な
い
袖
萩
が
、
垣
根
を
隔
て
て
祭
文
を
唱
う
『
奥
州
安
達
原
』
（
宝
暦
十
二
年
）
、
順
礼
娘
を

我
が
子
と
知
り
な
が
ら
、
夫
婦
の
咎
が
及
ぶ
こ
と
を
恐
れ
名
乗
る
こ
と
な
く
距
離
を
と
る
『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』
（
明
和
五
年
）
、
お
染
が

舟
に
乗
り
込
み
、
久
松
が
駕
籠
に
乗
り
込
む
『
新
版
歌
祭
文
』
（
安
永
九
年
）
。
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
は
卓
抜
な
空
間
設
定
が
う
か
が
え
る
。

『
新
版
歌
祭
文
』
で
は
お
染
が
土
蔵
の
外
で
自
害
し
、
久
松
が
土
蔵
の
中
で
自
害
し
て
い
る
。
『
東
海
道
七
里
艇
梁
』
（
安
永
四
年
）
や
『
新

版
歌
祭
文
』
か
ら
「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
と
聞
こ
え
て
く
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

武
田
と
長
尾
が
争
う
『
本
朝
廿
四
孝
』
（
明
和
三
年
）
に
は
諏
訪
湖
が
広
が
り
（
「
勝
頼
は
諏
訪
明
神
の
申
し
子
に
て
…
私
に
殺
す
も
神

へ
恐
れ
あ
り
…
」
第
二
）
、
京
方
と
鎌
倉
方
が
争
う
『
近
江
源
氏
先
陣
館
』
（
明
和
六
年
）
に
は
琵
琶
湖
が
広
が
っ
て
お
り
（
「
比
良
の
暮

雪
と
賞
ぜ
し
も
、
誠
は
寒
き
暮
の
雪
冬
ぞ
淋
し
き
大
津
の
浦
に
…
」
第
九
）
、
い
ず
れ
も
対
立
の
構
図
を
際
立
た
せ
る
。
そ
れ
が
『
妹
背
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山
婦
女
庭
訓
』
の
吉
野
川
へ
と
通
じ
て
い
る
。

　

川
に
よ
っ
て
二
つ
の
世
界
に
分
断
さ
れ
た
空
間
は
、
別
の
作
品
に
も
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
は
義
貞
と
尊
氏
が
対
立
す
る
『
蘭
奢
侍
新
田

系
図
』
（
明
和
二
年
）
の
生
田
川
で
あ
り
（
「
幸
内
が
嫁
お
そ
ね
、
舅
の
迎
ひ
い
き
せ
き
と
尋
生
田
の
川
岸
に
、
思
は
ず
見
合
す
顔
と
顔
」

第
三
）
、
国
家
老
と
京
家
老
が
対
立
す
る
『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』
の
両
国
橋
で
あ
る
（
「
下
総
と
渡
せ
る
橋
は
、
両
国
の
国
境
を
ば
名
に
呼

し
、
橋
の
文
色
も
見
へ
分
か
ず
」
第
三
）
。
『
太
平
記
菊
水
之
巻
』
（
宝
暦
九
年
）
は
「
其
跡
へ
出
た
此
半
助
、
川
へ
は
め
ら
れ
水
く
ら
ふ
た
」

と
困
難
さ
を
語
っ
て
い
る
（
第
二
）
。
『
由
良
湊
千
軒
長
者
』（
宝
暦
十
一
年
）
も
水
に
囲
ま
れ
た
空
間
に
興
味
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

由
良
之
助
と
九
太
夫
が
対
立
す
る
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』
（
明
和
三
年
）
の
七
条
河
原
も
同
様
だ
が
（
第
六
）
、
と
り
わ
け
『
道
中
亀
山

噺
』
第
一
の
天
竜
川
と
第
五
の
大
井
川
が
注
目
さ
れ
る
。
大
井
川
で
は
敵
の
水
右
衛
門
か
ら
返
り
討
ち
に
さ
れ
て
し
ま
う
。

飛
込
ム
大
河
逆
ま
く
水
、
ぬ
き
手
を
切
て
ぞ
、
泳
ぎ
け
る
。
程
な
く
向
ふ
の
川
岸
に
待
設
け
た
る
水
右
衛
門
、
三
蔵
諸
共
寝
刃
を
合
し
、

泳
ぎ
着
ば
一
討
と
眼
を
配
る
間
も
な
く
、
水
煙
立
て
藤
兵
衛
は
、
命
限
り
に
泳
ぎ
つ
き
、
飛
び
上
つ
て
二
王
立
。�

（
第
五
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

石
井
家
と
赤
堀
家
が
対
立
す
る
『
道
中
亀
山
噺
』
（
安
永
二
年
）
は
半
二
の
数
少
な
い
単
独
作
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
冒
頭
に
「
二
八

娘
や
、
三
五
の
月
見
、
天
竜
川
の
船
遊
山
…
」
と
み
え
る
。
半
二
は
偶
数
原
理
と
奇
数
原
理
に
敏
感
な
の
で
あ
る
。
そ
の
題
名
に
「
道
中
」

と
あ
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
「
道
中
」
こ
そ
が
偶
数
と
奇
数
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
に
お
い
て
も
う
一

つ
重
要
な
の
は
、
お
三
輪
の
移
動
で
あ
ろ
う
。
嫉
妬
に
駆
ら
れ
移
動
す
る
と
き
、
事
件
が
起
こ
る
。

彼
奴
が
心
を
と
ら
か
す
に
は
、
爪
黒
の
鹿
の
血
汐
と
、
疑
着
の
相
あ
る
女
の
生
血
を
混
じ
て
此
笛
に
濯
ぎ
か
け
て
調
ぶ
る
時
は
、

実
に
秋
鹿
の
妻
恋
ふ
如
く
、
自
然
と
鹿
の
性
質
顕
は
れ
、
色
音
を
感
じ
て
正
体
な
し
、
其
虚
を
計
つ
て
宝
剣
を
過
な
く
奪
ひ
返
さ
ん
、

鎌
足
公
の
御
計
略
、
物
陰
よ
り
窺
ひ
見
る
に
、
疑
着
の
相
あ
る
汝
な
れ
ば
不
便
な
が
ら
手
に
か
け
し
と
、
件
の
笛
の
六
穴
に
た
ば

し
る
血
汐
受
け
濯
ぎ
受
け
濯
ぎ
、
今
こ
そ
揃
ふ
此
幻
術
、
此
笛
こ
そ
は
入
鹿
を
挫
ぐ
火
串
な
ら
ん
。�

（
第
四
）

　

道
中
で
嫉
妬
を
高
ぶ
ら
せ
、
つ
い
に
は
出
血
に
至
る
。
菊
池
家
と
大
友
家
が
対
立
す
る
『
姻
袖
鏡
』
（
明
和
二
年
）
で
は
狂
乱
し
た
女

が
男
を
追
っ
て
海
を
渡
り
（
五
冊
目
）
、
小
山
判
官
が
秋
葉
中
将
を
陥
れ
る
『
小
夜
中
山
鐘
由
来
』
（
明
和
三
年
）
に
は
「
辛
き
世
に
商
売

し
ら
ず
職
し
ら
ず
、
情
も
慈
悲
も
白
波
に
、
世
を
こ
ぎ
わ
た
る
東
海
道
」
と
あ
る
が
（
第
六
）
、
こ
う
し
た
道
中
の
困
難
な
歩
み
を
芝
居

に
し
た
の
が
『
伊
賀
越
道
中
双
六
』
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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『
伊
賀
越
道
中
双
六
』
（
天
明
三
年
）
は
和
田
志
津
馬
が
姉
婿
、
唐
木
政
右
衛
門
の
助
太
刀
を
得
て
、
弟
の
敵
、
沢
井
股
五
郎
を
討
つ
話

で
あ
る
。
伊
賀
越
え
に
至
る
道
中
が
舞
台
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

平
作
苦
し
き
目
を
開
き
、
お
り
や
こ
な
た
の
手
に
か
か
つ
て
、
死
ぬ
る
の
じ
や
は
い
の
死
ぬ
る
の
じ
や
は
い
の
、
ハ
テ
、
こ
な
た

と
お
れ
と
は
敵
同
士
、
志
津
馬
殿
に
縁
の
有
ル
此
親
仁
を
殺
し
た
れ
ば
、
頼
れ
た
こ
な
た
の
男
は
立
ツ
、
コ
レ
コ
レ
此
上
の
情
に
は
、

平
作
が
未
来
の
土
産
に
、
敵
の
有
リ
所
を
聞
し
て
下
ダ
さ
れ
い
の
、
外
に
聞
ク
者
は
誰
レ
も
な
い
、
今
死
る
者
に
遠
慮
は
有
ル
ま
い
、

不
思
議
に
始
め
て
逢
ふ
た
人
、
ど
ふ
し
た
縁
や
ら
、
我
ガ
子
の
様
フ
に
思
ふ
物
、
何
ン
の
こ
な
た
に
引
気
取
ラ
す
様
フ
な
事
此
親
か
、

サ
ア
此
親
仁
が
致
し
ま
せ
う
ぞ
、
是
が
一
ツ
生
の
頼
み
、
聞
カ
ず
に
死
ン
で
は
、
迷
ひ
ま
す
は
い
の
迷
ひ
ま
す
は
い
の
、
コ
レ
コ

レ
拝
み
ま
す
拝
み
ま
す
旦
那
殿
…�

（
第
六
・
沼
津
の
段
）

　

年
老
い
た
荷
持
ち
人
足
の
平
作
は
、
娘
の
夫
の
た
め
敵
の
居
所
を
聞
き
出
そ
う
と
し
て
自
ら
死
ぬ
。
偶
然
巡
り
会
っ
た
我
が
子
に
向
け

て
語
り
か
け
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
後
継
者
に
向
け
て
の
厳
し
い
倫
理
に
ち
が
い
な
い
。

政
右
衛
門
ず
つ
と
寄
ツ
て
稚
子
引
寄
、
喉
ぶ
へ
貫
く
小
柄
の
切
ツ
先
、
幸
兵
衛
驚
き
、
コ
リ
ヤ
庄
太
郎
、
大
事
の
人
質
な
ぜ
殺
し
た
、

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
此
躮
を
留
メ
置
キ
、
敵
の
鉾
先
を
く
じ
か
ふ
と
思
し
召
、
先
生
の
御
思
案
、
お
年
の
か
げ
ん
か
こ
り
や
ち
と
撚
が
戻

り
ま
し
た
、
武
士
と
武
士
と
の
晴
業
に
、
人
質
取
て
勝
負
す
る
比
怯
者
と
、
後
々
迄
人
ト
の
嘲
り
笑
ひ
草
、
少
分
な
が
ら
股
五
郎

殿
の
、
お
力
に
成
ル
小
躮
、
血
祭
に
差
殺
し
た
が
、
頼
ま
れ
た
拙
者
が
金
打
と
死
骸
を
庭
へ
、
投
捨
た
り
。�

（
第
八
・
岡
崎
の
段
）

　

唐
木
政
右
衛
門
は
卑
怯
者
と
呼
ば
れ
な
い
た
め
に
人
質
を
殺
し
て
し
ま
う
。
徳
目
の
た
め
に
人
を
殺
す
、
こ
の
厳
し
さ
は
半
二
特
有
の

儒
教
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』
（
明
和
三
年
）
四
段
目
に
み
ら
れ
た
石
を
切
断
す
る
厳
し
さ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

『
敵
討
崇
禅
寺
馬
場
』
（
宝
暦
八
年
）
で
も
『
道
中
亀
山
噺
』
で
も
返
り
討
ち
に
逢
う
。
そ
れ
ら
が
導
い
た
後
戻
り
不
可
能
の
「
道
中
」

は
伊
賀
越
え
に
お
い
て
顕
在
化
す
る
の
だ
が
、
も
と
も
と
半
二
の
作
品
に
潜
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
本
試
論
の
仮
説
で

あ
る
（
実
際
、
『
奥
州
安
達
原
』
の
宗
任
も
都
に
連
行
さ
れ
、
後
戻
り
不
能
と
な
る
）
。
本
作
に
よ
っ
て
半
二
は
亡
く
な
り
、
竹
本
座
は
幕

を
閉
じ
る
。
そ
の
意
味
で
も
本
作
は
後
戻
り
不
可
能
な
位
置
を
占
め
る
。
半
二
に
お
け
る
対
位
法
に
つ
い
て
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
（
園
田
民
雄
『
浄
瑠
璃
作
者
の
研
究
』
東
京
堂
、
一
九
四
三
年
、
諏
訪
前
掲
書
な
ど
）
、
そ
れ
は
限
界
点
と
し
て
「
道
中
」
に
辿
り
着

く
の
で
あ
る
。
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お
そ
ら
く
半
二
の
対
位
法
は
竹
本
座
と
豊
竹
座
の
対
立
の
反
映
で
あ
り
、
そ
の
危
機
的
表
現
で
あ
る
。
豊
竹
座
が
廃
座
と
な
る
の
は
明

和
二
年
で
あ
り
、
歌
舞
伎
と
の
対
抗
関
係
も
影
響
し
て
い
る
。
『
傾
城
阿
波
鳴
門
』
か
ら
「
逢
は
逢
な
が
ら
名
乗
ら
で
往
な
す
母
が
気
は

ど
の
様
に
有
ふ
と
思
ふ
、
狂
気
半
ン
分
半
ン
分
は
死
で
居
る
わ
い
の
」
「
人
数
は
半
ン
分
ン
裏
道
へ
廻
れ
廻
れ
」
（
第
八
）
と
い
っ
た
言
葉

が
聞
こ
え
て
く
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
重
要
な
の
は
二
だ
け
で
な
く
、
三
の
要
素
が
見
て
取
れ
る
（
た
と
え
ば
、
寺

子
屋
帰
り
の
お
三
輪
の
存
在
）
。
因
果
の
「
双
六
」
が
二
と
三
の
倍
数
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

真
柴
大
領
久
吉
に
朝
鮮
国
王
の
旧
臣
木
曽
官
と
森
蘭
丸
が
反
逆
す
る
『
山
城
の
国
畜
生
塚
』
（
宝
暦
十
三
年
）
は
「
天
地
開
て
妹
背
有
、

妹
背
有
レ
ば
親
子
あ
り
、
親
子
有
レ
ば
君
臣
有
リ
、
兄
弟
朋
友
五
つ
の
道
…
」
と
始
ま
る
。
妹
と
背
、
親
と
子
、
す
べ
て
一
対
の
偶
数
的

存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
と
奇
数
の
存
在
と
な
る
。
奇
数
と
偶
数
を
組
み
合
わ
せ
た
の
が
双
六
で
あ
ろ
う
。

三
段
目
に
「
双
六
打
ツ
て
幸
先
キ
を
蘭
丸
と
試
ん
」
と
み
え
る
が
、
双
六
は
半
二
を
特
徴
づ
け
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
妹
背
、
親
子
か
ら

群
臣
へ
と
半
二
の
ド
ラ
マ
は
雄
大
さ
を
帯
び
る
。

　

『
愛
護
稚
名
歌
勝
鬨
』
（
宝
暦
三
年
）
で
は
「
大
師
大
師
と
い
ふ
て
下
は
る
な
賽
は
耳
の
早
い
物
、
重
二
の
四
三
ノ
と
す
は
つ
て
は
り
天

下
を
大
師
め
に
し
て
や
ら
れ
、
夫
レ
か
ら
つ
ゐ
牢
へ
も
入
ル
様
に
成
ま
し
た
」
と
い
う
（
中
之
段
）
。
『
小
野
道
風
青
柳
硯
』
（
宝
暦
四
年
）

は
飛
び
上
が
る
蛙
か
ら
天
下
の
危
機
を
悟
っ
て
い
た
。
「
初
メ
は
一
寸
ン
又
二
寸
ン
、
五
寸
ン
飛
七
寸
ン
飛
、
つ
い
に
枝
に
取
付
た
る
魂

の
す
さ
ま
じ
さ
、
虫
と
見
て
侮
る
べ
か
ら
ず
、
是
を
以
ツ
て
試
る
に
、
天
に
梯
猿
猴
が
月
、
及
ば
ぬ
芸
も
度
ヒ
重
る
念
ン
力
だ
に
か
た
ま

る
時
は
、
つ
い
に
成
ら
ず
と
、
い
ふ
事
な
し
」
（
第
二
）
。
こ
の
蛙
が
木
曽
官
や
天
竺
徳
兵
衛
の
蝦
蟇
へ
と
展
開
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
『
天
竺
徳
兵
衛
郷
鏡
』
（
宝
暦
十
三
年
）
の
主
人
公
は
「
三
千
ン
世
界
に
血
筋
を
絶
ツ
た
天
竺
徳
兵
衛
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

三
　
並
木
正
三
論
―
―
機
関
と
人
生

　

並
木
宗
輔
の
門
人
と
し
て
最
も
重
要
な
の
は
並
木
正
三
で
あ
り
、
そ
の
功
績
は
舞
台
機
構
を
改
造
し
た
点
に
あ
る
。
「
戯
曲
を
書
く
こ

と
が
新
し
い
機
構
の
改
造
の
必
要
性
を
も
た
ら
し
、
そ
の
改
造
の
成
功
が
、
更
に
新
し
い
戯
曲
の
構
想
の
可
能
性
を
拡
大
し
た
」
、
「
享
保

以
降
沈
滞
を
つ
づ
け
、
浄
瑠
璃
狂
言
で
や
っ
と
命
脈
を
た
も
っ
て
い
た
歌
舞
伎
に
活
力
を
も
た
ら
し
、
や
が
て
浄
瑠
璃
と
そ
の
地
位
を
逆
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転
さ
せ
て
、
歌
舞
伎
の
全
盛
期
を
招
い
た
こ
と
は
、
専
ら
彼
の
力
に
よ
る
も
の
で
、
歌
舞
伎
史
上
に
占
め
る
地
位
は
甚
だ
高
い
」
と
い
っ

た
評
価
が
備
わ
る
（
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
土
田
衛
）
。
こ
こ
で
は
主
要
な
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
う
し
た
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

正
三
に
お
い
て
は
劇
の
内
容
と
劇
の
仕
掛
け
が
不
可
分
に
み
え
る
。

　

『
大
和
国
井
出
下
紐
』
（
寛
延
二
年
）
は
お
家
騒
動
物
で
、
筑
波
茂
右
衛
門
、
唐
金
茂
右
衛
門
と
い
う
同
名
の
二
人
が
活
躍
す
る
。
横
雲

大
膳
が
大
外
記
殺
害
の
犯
人
と
見
破
っ
た
筑
波
は
、
重
宝
を
奪
い
返
し
、
大
外
記
の
嫡
子
泉
之
助
が
跡
目
を
継
ぐ
。
泉
之
助
が
匿
わ
れ
た

の
が
大
和
国
井
出
の
里
で
あ
る
。
襖
を
打
ち
破
っ
て
雄
大
な
風
景
が
開
け
る
と
こ
ろ
は
見
事
で
あ
ろ
う
。

帯
刀　

茂
右
衛
門
奴
は
な
ん
と
し
た

侍　
　

裏
の
蘇
鉄
山
へ
駆
け
入
ま
し
て
ム
り
升
る

帯
刀　

此
ふ
す
ま
の
袖
壁
、
残
ら
ず
打
ち
毀
つ
て
足
場
を
荒
げ
四
方
よ
り
引
包
ん
で
討
つ
て
取
れ

侍　
　

畏
つ
て
ム
り
升
る

〈
ト
向
ふ
の
襖
打
破
る
、
奥
一
面
蘇
鉄
山
、
雪
降
り
の
体
、
築
茂
大
肌
脱
ぎ
、
雪
を
含
み
、
息
を
つ
い
て
い
る
、
侍
大
勢
取
り
巻
き

い
る
…
…
〉�

（
歌
舞
伎
台
帳
集
成
７
『
大
和
国
井
出
下
紐
』
）

　

『
幼
稚
子
敵
討
』
（
宝
暦
三
年
）
は
金
毘
羅
利
生
記
を
脚
色
し
た
敵
討
ち
物
で
あ
る
。
家
宝
が
紛
失
し
、
傾
城
に
溺
れ
た
若
殿
も
失
踪
し
、

「
随
分
小
道
具
屋
で
も
詮
議
さ
つ
し
や
れ
」
「
お
身
は
傾
城
を
、
エ
エ
、
詮
議
さ
つ
し
や
れ
」
と
言
い
合
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
芝
居
の
要

点
が
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。
道
具
と
傾
城
の
組
み
合
わ
せ
が
正
三
の
演
劇
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
ち
ま
ち
水
責
め
の
場
面
が
組
み
立
て
ら
れ

て
い
る
（
「
梯
子
・
水
手
桶
持
出
る
…
」
）
。

　

「
悪
に
強
い
は
善
に
も
と
、
あ
の
様
に
も
心
が
直
る
物
か
」
と
驚
か
れ
る
が
、
深
見
瀬
平
の
強
さ
は
善
の
強
さ
で
は
な
い
。
世
話
に
な
っ

た
兵
法
師
範
民
谷
新
左
衛
門
を
撲
殺
し
て
い
る
。
妻
の
お
町
は
幼
い
姉
弟
を
連
れ
敵
討
ち
の
旅
に
出
る
が
、
返
り
討
ち
に
逢
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
た
め
同
じ
兵
法
師
範
矢
流
左
島
が
讃
岐
丸
亀
で
敵
討
ち
で
き
る
よ
う
取
り
計
ら
う
こ
と
に
な
る
。

左
島　

哀
金
毘
羅
大
権
現
、
大
願
空
し
か
ら
ず
、
三
日
が
う
ち
に
此
樽
丸
亀
城
下
へ
届
ケ
た
び
給
へ
、
そ
れ
流
せ

桂　
　

一
つ
の
奇
特
を
見
せ
給
へ　

南
無
金
毘
羅
大
権
現

〈
ト
樽
流
す　

仕
掛
け
に
て　

向
ふ
へ
流
れ
る
〉
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左
島　

�

あ
れ
あ
れ　

下
へ
下
へ
と
流
レ
行
は
、
此
水
門
ン
の
川
筋
は
、
隅
田
川
へ
通
つ
て
裾
は
大
海
、
願
望
成
就
の
印
、
悦
べ
し

悦
べ
し�

（
『
幼
稚
子
敵
討
』
六
つ
目
）

　

丸
亀
の
城
下
に
届
く
よ
う
樽
を
投
じ
る
と
、
仕
掛
け
の
お
か
げ
で
向
こ
う
へ
流
さ
れ
、
隅
田
川
を
通
っ
て
大
海
へ
と
至
り
、
大
願
成
就

の
印
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

『
傾
城
天
羽
衣
』
（
宝
暦
三
年
）
は
お
家
騒
動
物
で
、
忠
臣
が
逆
賊
に
転
じ
た
後
、
再
び
戻
り
を
見
せ
る
。
山
名
勝
家
は
羽
衣
紛
失
の
罪

で
追
放
さ
れ
る
と
、
惣
左
衛
門
と
改
名
し
虎
屋
の
養
子
と
な
っ
て
、
将
軍
を
狙
う
。
大
切
で
は
細
川
勝
元
が
惣
左
衛
門
の
奸
計
を
見
破
る
。

惣
左　

今
流
る
る
血
汐
に
湯
気
立
て
、
人
気
の
通
ふ
は
、
此
下
座
敷
が
此
血
汐
の
滴
り
に
て
、
難
病
を
救
ふ
者
有
か
、
扨
は
。

〈
ト
此
形
に
て
屋
根
を
上
へ
迫
上
る
〉

〈
ト
下
座
敷
二
重
舞
台
、
下
よ
り
セ
リ
上
が
る
。
四
郎
着
込
、
荒
事
の
形
に
て
見
得
有
、
関
内
鎖
帷
子
に
て
取
巻
い
る
、
勝
元
采
配

を
差
し
、
鎧
兜
に
て
、
浮
島
を
小
脇
に
掻
い
込
み
、
樋
口
よ
り
滴
る
血
汐
を
鉢
に
受
、
呑
ん
で
い
る
〉�

（
『
傾
城
天
羽
衣
』
大
切
）

　

与
五
郎
夫
婦
に
諫
め
ら
れ
た
惣
左
衛
門
は
自
害
し
、
そ
の
血
を
飲
ま
せ
る
と
、
傾
城
浮
島
の
声
が
戻
る
。
浮
島
は
月
食
に
誕
生
し
た
せ

い
で
捨
て
ら
れ
た
将
軍
家
の
姫
君
で
あ
っ
た
。
「
梅
の
木
に
手
燭
に
て
灯
を
附
け
る
。
仕
掛
に
て
、
燃
え
上
が
る
。
梅
、
残
ら
ず
、
散
り

う
せ
る
」
と
い
う
仕
掛
け
と
と
も
に
、
本
舞
台
を
せ
り
上
げ
て
幕
切
れ
と
す
る
仕
掛
け
が
見
事
で
あ
る
。
本
作
で
は
「
虚
空
に
音
楽
聞
え
、

異
香
薫
じ
渡
る
は
、
さ
て
は
、
天
の
羽
衣
よ
な
」
と
語
り
、
遺
作
『
日
本
第
一
和
布
苅
神
事
』
で
は
「
こ
の
舞
を
見
る
上
は
、
天
人
に
違

ひ
は
な
い
」
と
語
る
が
、
仕
掛
け
に
よ
っ
て
天
国
か
ら
竜
宮
ま
で
を
出
現
さ
せ
る
の
が
正
三
の
手
腕
で
あ
ろ
う
。

　

『
天
竺
徳
兵
衛
聞
書
往
来
』
（
宝
暦
七
年
）
は
天
竺
帰
り
の
船
頭
を
主
人
公
で
あ
る
。
天
草
一
揆
に
加
わ
り
耶
蘇
宗
門
の
秘
術
を
知
る
又

作
が
自
害
し
、
そ
の
血
を
飲
ま
せ
る
と
、
徳
兵
衛
は
妖
術
の
力
を
失
う
。

み
ふ
ね　

コ
レ
、
父
様
父
様
、
も
ふ
息
は
絶
へ
た
か
、
ハ
ア
…
…

〈
ト
ど
ろ
ど
ろ
に
て
、
夜
這
星
上
よ
り
遣
ふ
、
徳
兵
衛
上
を
き
つ
と
見
て
〉

徳
兵
衛　

�

ハ
テ
、
不
思
議
や
、
星
は
各
々
五
方
に
分
れ
、
年
星
太
白
、
鎮
星
、
熒
惑
星
、
中
に
も
反
逆
の
我
星
は
、
夏
の
気
に
し

て
赤
く
照
り
、
火
の
兄
火
の
弟
の
極
陽
の
火
、
南
の
方
に
あ
り
、
将
軍
は
辰
星
、
冬
を
つ
か
さ
ど
り
、
黒
色
に
し
て
水

の
兄
水
の
弟
の
水
、
然
ル
に
今
、
北
に
あ
る
辰
星
、
南
の
熒
惑
星
を
う
か
が
つ
て
突
き
出
す
は
、
水
を
も
つ
て
火
を
打
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消
す
我
運
命
、
取
か
こ
ま
れ
た
知
ら
せ
か
、
ハ
テ
、
心
得
ぬ
。

〈
ト
い
ろ
い
ろ
有
て
、
草
井
戸
よ
り
蛙
出
て
、
苦
し
が
る
、
ト
上
よ
り
星
落
て
、
蛙
と
共
に
火
炎
と
成
て
消
え
失
せ
る
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
�

（
10
『
天
竺
徳
兵
衛
聞
書
往
来
』
）

　

星
か
ら
蛙
ま
で
を
見
せ
る
と
こ
ろ
が
雄
大
だ
が
、
異
国
帰
り
の
極
悪
人
の
設
定
は
、
こ
う
し
た
空
間
の
変
容
と
不
可
分
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

『
三
十
石
艠
始
』
（
宝
暦
八
年
）
は
治
水
工
事
で
名
高
い
河
村
瑞
賢
を
連
想
さ
せ
る
人
物
、
川
裏
祐
見
を
悪
役
に
設
定
し
て
い
る
。
五
幕

目
は
祐
見
が
淀
川
検
分
の
た
め
淀
与
三
右
衛
門
の
館
に
滞
在
し
、
そ
の
悪
事
が
暴
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
遊
軒
の
せ
い
で
無
念
の
死
を

遂
げ
た
花
満
憲
法
の
弟
が
縫
之
助
で
あ
り
、
そ
の
妻
で
与
三
右
衛
門
の
妹
喜
蝶
は
祐
見
の
娘
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
自
害
す
る
。

与
三　

動
く
な
。

〈
ト
是
よ
り
道
具
、
舞
台
一
面
に
廻
る
、
此
内
皆
立
廻
り
〉

〈
ト
道
具
、
一
面
の
城
、
前
に
水
車
あ
り
、
三
十
石
、
小
船
数
多
、
皆
々
、
高
提
灯
に
て
取
巻
く
、
真
中
に
弁
之
作
襦
袢
、
源
八
襦
袢
、

揚
巻
白
無
垢
に
て
、
立
廻
り
有
、
此
内
道
具
廻
り
あ
り
〉

〈
又
元
の
屋
敷
に
成
ル
、
右
の
見
得
に
て
、
祐
見
を
与
三
右
衛
門
、
御
幸
、
小
和
田
縫
之
助
、
取
巻
き
、
元
へ
戻
る
…
〉

（
『
三
十
石
艠
始
』
五
）

　

弁
之
作
は
縫
之
助
の
父
を
討
ち
取
り
、
回
船
往
来
の
御
朱
印
を
奪
っ
た
男
で
あ
り
、
花
満
憲
法
の
家
臣
が
神
道
源
八
、
揚
巻
は
縫
之
助

と
言
い
交
わ
し
た
傾
城
、
御
幸
は
憲
法
の
妻
で
あ
る
。
大
詰
の
回
り
舞
台
に
よ
る
舞
台
転
換
が
鮮
や
か
で
あ
ろ
う
。

　

『
大
坂
神
事
揃
』（
宝
暦
九
年
）は
高
津
祭
か
ら
住
吉
の
御
祓
い
ま
で
大
坂
の
夏
祭
り
を
背
景
に
、
角
力
取
り
や
男
伊
達
の
達
引
き
を
描
く
。

女
房
お
富
は
や
む
を
得
ぬ
愛
想
尽
か
し
を
し
て
、
鶴
之
助
に
殺
さ
れ
る
。
生
玉
祭
の
夜
、
鶴
之
助
は
妻
殺
し
と
し
て
追
わ
れ
る
が
、
敵
を

捕
ら
え
、
宝
剣
を
取
り
戻
す
。

富　

コ
レ
、
言
訳
が

鶴　

一
歩
だ
め
し
に
し
て
も
飽
き
は
な
い
、
畜
生
め
が

〈
ト
段
々
切
、
此
間
に
五
郎
右
衛
門
傘
を
さ
し
、
舟
の
艪
を
片
手
に
て
押
て
付
け
て
聞
ゐ
る
〉
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よ
ふ
荒
五
郎
を
逃
し
た
な
ア

〈
ト
お
富
に
止
め
刺
す
、
是
よ
り
水
に
て
刀
を
洗
ひ
、
腹
切
ふ
と
す
る
、
五
郎
右
衛
門
其
抜
身
を
踏
ま
へ
る
〉

是
は

〈
ト
五
郎
右
衛
門
線
香
を
火
入
に
て
付
け
、
水
へ
は
め
る
、
蘭
中
水
舟
の
中
一
面
に
成
…
〉�

（
12
『
大
坂
神
事
揃
』
）

　

水
を
使
っ
た
殺
し
の
場
に
お
い
て
金
魚
の
群
れ
が
効
果
的
で
あ
る
。
無
筆
の
女
房
が
、
書
置
を
幼
子
に
覚
え
さ
せ
、
死
後
に
言
わ
せ
る

趣
向
も
鮮
や
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
鶴
之
助
お
富
の
名
前
が
絵
入
り
本
で
は
又
兵
衛
お
宮
と
な
っ
て
い
る
。

　

『
霧
太
郎
天
狗
酒
宴
』
（
宝
暦
十
一
年
）
は
鬼
一
法
眼
実
は
天
狗
道
の
怪
人
霧
太
郎
を
主
人
公
と
す
る
。
「
ま
く
の
内
さ
わ
が
し
く
天
狗

風
ふ
く
体
に
て
、
大
天
井
よ
り
ぼ
つ
と
せ
鬘
の
毛
綿
布
子
着
た
る
人
形
、
前
の
草
井
戸
へ
お
つ
る
、
ト
喜
之
平
右
の
な
り
に
て
草
井
戸
よ

り
上
り
、
あ
た
り
を
見
廻
し
い
ろ
い
ろ
こ
な
し
有
て
、
さ
し
札
を
持
」
と
い
う
冒
頭
の
仕
掛
け
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
五
つ
目
に
設
け
ら
れ

た
酒
宴
の
場
で
は
、
ど
ん
で
ん
返
し
が
起
こ
る
。

公
暁　

逃
れ
ぬ
、
覚
悟

〈
ト
じ
り
じ
り
と
花
道
の
方
へ
付
て
行
、
此
間
、
後
の
山
、
引
道
具
に
て
跡
へ
寄
、
花
道
、
戸
屋
の
そ
ば
迄
行
を
、
向
ふ
よ
り
、
広
元
、

義
時
、
尼
将
軍
、
つ
か
つ
か
と
出
、
き
つ
と
詰
め
る
〉

広
元　

逃
れ
ぬ
、
覚
悟

〈
ト
本
舞
台
へ
付
て
行
、
山
向
ふ
へ
出
る
、
立
廻
リ
、
登
つ
て
、
皆
々
、
軍
兵
大
勢
出
、
皆
々
山
の
上
に
て
、
き
つ
と
見
得
に
て
留
る
、

廻
り
道
具
に
て
〉

〈
元
の
書
院
先
…
〉�

（
14
『
霧
太
郎
天
狗
酒
宴
』
）

　

酒
宴
は
公
暁
に
天
狗
の
力
を
授
け
る
た
め
の
も
の
と
さ
れ
る
が
、
実
は
天
狗
の
力
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
霧
太
郎
は
公
暁
を
助

け
て
実
朝
の
首
を
斬
ら
せ
た
が
、
偽
首
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

『
宿
無
団
七
時
雨
傘
』
（
明
和
五
年
）
の
主
人
公
魚
屋
団
七
の
茂
兵
衛
は
も
と
武
士
で
あ
っ
た
が
、
紛
失
し
た
宝
刀
を
探
す
た
め
身
を
や

つ
し
、
治
介
の
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
宝
刀
と
折
り
紙
を
盗
ん
だ
数
右
衛
門
は
、
芝
居
小
屋
の
金
を
持
ち
出
し
団
七
の
愛
人
と
み
を
身
請

け
し
よ
う
と
し
て
失
敗
す
る
。
治
介
の
ほ
う
は
狂
言
作
者
正
三
か
ら
百
両
を
借
り
て
、
と
み
を
身
請
け
す
る
。
し
か
し
、
と
み
は
数
右
衛
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門
か
ら
折
り
紙
を
手
に
入
れ
よ
う
と
、
団
七
に
愛
想
尽
か
し
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
た
め
団
七
が
、
芝
居
の
台
詞
に
促
さ
れ
て
治
介
を

殺
し
、
自
害
す
る
に
至
る
が
、
場
面
転
換
が
鮮
や
か
で
あ
る
。

治
助　

コ
リ
ヤ
待
て
。
云
ひ
訳
が
あ
る
云
ひ
訳
が
あ
る
。

茂
兵　

何
を
、
お
の
れ
。
〈
ト
抉
る
〉

か
ぢ　

ヤ
ア
、
こ
ち
の
人
を
突
い
た
わ
い
な
ア
突
い
た
わ
い
な
ア
。

〈
ト
お
梶
、
治
助
を
介
抱
し
て
逃
げ
廻
り
な
が
ら
奥
へ
入
る
。
数
右
衛
門
、
富
を
連
れ
て
逃
げ
て
入
る
。
久
七
、
佐
兵
衛
を
相
手
に

立
廻
り
、
両
人
に
手
を
負
は
せ
る
。
数
右
衛
門
、
出
て
、
茂
兵
衛
に
か
か
る
。
立
廻
り
て
数
右
衛
門
、
肩
先
、
一
刀
切
ら
れ
る
。

よ
ろ
し
く
見
得
に
て
、
返
し
。

浅
黄
幕
、
か
ぶ
せ
る
。
始
終
、
ア
リ
ヤ
ア
リ
ヤ
の
声
、
バ
タ
バ
タ
に
て
、
後
へ
道
具
、
出
来
次
第
、
浅
黄
幕
、
切
つ
て
落
す
〉

（
『
宿
無
団
七
時
雨
傘
』
）

　

治
助
が
団
七
を
罵
倒
し
て
い
た
の
は
隣
室
の
数
右
衛
門
に
聞
か
せ
、
折
り
紙
を
手
に
入
れ
る
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

『
桑
名
屋
徳
蔵
入
船
物
語
』
（
明
和
七
年
）
は
船
乗
り
の
名
人
桑
名
屋
徳
蔵
を
主
人
公
に
し
た
お
家
騒
動
物
で
あ
る
。
若
殿
高
丸
亀
次
郎

が
傾
城
ひ
が
き
に
溺
れ
た
た
め
、
家
老
の
一
角
は
徳
蔵
と
謀
っ
て
傾
城
を
殺
害
す
る
。
深
川
の
揚
屋
と
思
わ
れ
て
い
た
の
が
一
転
し
て
、

遠
州
沖
の
船
中
に
な
る
仕
掛
け
が
あ
る
。

一
角　

�

金
毘
羅
御
造
営
参
詣
を
幸
ひ
、
無
理
に
鎌
倉
へ
連
れ
下
つ
て
、
深
川
の
踊
子
に
拵
へ
た
は
お
前
の
船
へ
乗
ら
う
ば
か
り
で

御
座
り
ま
す
る
。

豊
姫　

此
様
に
座
敷
と
見
え
れ
ど
、
船
の
中
で
御
座
り
ま
す
わ
い
な
。

亀
次
郎　

ヤ
ア
ア
。�

（
『
桑
名
屋
徳
蔵
入
船
物
語
』
一
段
目
）

　

空
間
の
変
容
が
見
事
だ
が
、
善
人
の
桑
名
屋
徳
蔵
と
悪
人
の
相
模
五
郎
時
行
は
双
子
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
四
段
目
で
は
悪
人
が
善
人

に
扮
し
、
大
切
で
は
善
人
が
悪
人
に
扮
し
て
い
る
。

　

『
三
千
世
界
商
往
来
』
（
明
和
九
年
）
は
三
千
世
界
を
駆
け
回
っ
た
金
司
右
衛
門
、
実
は
明
智
光
秀
の
遺
児
左
馬
五
郎
に
よ
る
謀
反
劇
で

あ
り
、
異
国
的
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
。
序
幕
の
丸
山
遊
廓
で
は
オ
ラ
ン
ダ
人
を
饗
応
す
る
た
め
竹
田
か
ら
く
り
が
上
演
さ
れ
る
。
小
豆
島
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で
門
兵
衛
と
名
乗
っ
て
い
た
左
馬
五
郎
は
花
山
和
尚
と
し
て
勝
家
に
謀
反
を
も
ち
か
け
る
が
、
乾
隆
帝
の
霊
か
ら
授
か
っ
た
三
年
間
通
力

自
在
の
秘
術
も
破
れ
る
。

花
山　

我
が
大
望
今
月
今
日
、
一
時
に
滅
ぶ
る
か
。
エ
エ
、
残
念
や
な
ア
。
〈
返
し
〉

〈
こ
の
形
に
て
元
へ
戻
り
、
久
五
郎
、
梅
町
を
見
せ
な
が
ら
又
元
の
勝
元
の
居
る
所
に
な
る
。
〉

勝
家　

遠
責
め
近
付
き
た
れ
ば
、
最
早
大
領
さ
ま
も
お
出
で
な
さ
る
る
。
反
逆
人
に
疵
つ
け
ぬ
や
う
。

〈
ト
此
せ
り
ふ
何
な
り
と
も
云
ふ
う
ち
、
又
元
の
通
り
。
久
五
郎
、
梅
町
の
所
に
な
る
。
両
人
何
な
り
と
も
せ
り
ふ
云
ひ
云
ひ
、
又

元
の
和
尚
を
取
巻
き
し
所
に
な
り
、
こ
れ
は
三
段
を
し
つ
か
り
と
見
せ
る
為
な
り
。
道
具
と
ま
る
〉

皆
　々

サ
ア
サ
ア
、
反
逆
人
、
覚
悟
せ
い
。

花
山　

寄
つ
た
ら
蹴
殺
す
ぞ
。�

（
『
三
千
世
界
商
往
来
』
大
切
）

　

「
活
け
て
あ
る
桜
散
る
仕
掛
け
に
て
、
バ
ラ
バ
ラ
と
な
る
」
と
こ
ろ
、「
花
道
の
蝋
燭
一
面
仕
掛
け
に
て
消
え
、
真
暗
に
な
る
」
と
こ
ろ
、「
造

り
物
、
結
構
な
る
御
殿
を
セ
リ
上
げ
る
」
と
こ
ろ
、
三
段
返
し
に
よ
る
舞
台
転
換
な
ど
見
事
で
あ
る
。
三
年
間
通
力
自
在
の
秘
術
を
破
る

た
め
三
年
を
一
時
に
短
縮
す
る
術
は
、
か
ら
く
り
に
よ
っ
て
時
間
を
操
る
正
三
に
ふ
さ
わ
し
い
ト
リ
ッ
ク
で
あ
ろ
う
。
異
国
の
主
題
が
機

関
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
が
、
機
関
が
異
国
の
主
題
を
呼
び
寄
せ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　

『
近
江
源
氏
容
講
釈
』
（
明
和
九
年
）
は
半
二
の
『
近
江
源
氏
先
陣
館
』
（
明
和
六
年
）
を
書
き
替
え
、
正
三
が
得
意
と
す
る
ス
ペ
ク
タ

ク
ル
を
盛
り
込
ん
だ
舞
台
で
あ
る
。
四
段
目
に
は
屋
台
崩
し
が
あ
り
、
源
太
の
攻
撃
合
図
と
と
も
に
す
べ
て
が
崩
れ
去
る
。

〈
ト
こ
の
文
句
の
う
ち
、
誂
ら
へ
の
道
具
仕
掛
け
に
て
、
崩
れ
込
み
一
面
の
湖
水
に
な
る
。
よ
き
程
に
橋
が
か
り
よ
り
四
斗
兵
衛
、

船
を
漕
ぎ
、
こ
れ
に
隼
人
之
助
、
逢
坂
、
入
頓
坊
を
乗
せ
出
て
来
る
。
此
う
ち
、
源
太
、
軍
兵
、
皆
々
柱
木
な
ど
を
捉
へ
浮
き
沈

み
の
心
。
皆
々
こ
の
船
に
取
り
つ
か
う
と
す
る
思
ひ
入
れ
。
あ
ぷ
あ
ぷ
と
浮
い
て
来
る
〉�

（
四
段
目
）

　

坂
本
方
鈴
木
隼
人
之
助
は
傾
城
逢
坂
を
時
姫
に
仕
立
て
て
い
た
が
、
さ
ら
に
四
斗
兵
衛
の
妻
ま
き
を
宇
治
の
方
に
仕
立
て
る
。
六
段
目

で
は
沢
庵
和
尚
と
百
姓
十
作
が
そ
れ
ぞ
れ
時
政
、
高
綱
の
影
武
者
と
な
る
。
大
江
広
元
の
讒
言
が
不
和
の
原
因
と
わ
か
り
、
京
と
鎌
倉
の

和
睦
が
成
立
す
る
が
、
そ
の
舞
台
転
換
も
見
事
で
あ
る
。

〈
上
の
屋
台
引
込
み
、
向
う
金
襖
返
す
。
土
堤
や
う
の
蹴
込
み
に
な
る
。
後
高
二
重
の
白
木
の
御
殿
、
白
木
の
高
欄
付
き
、
上
段
に
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荒
菰
を
敷
き
、
三
方
に
洗
米
を
供
へ
あ
る
べ
し
。
一
面
に
打
抜
き
〉�

（
『
近
江
源
氏
容
講
釈
』
大
詰
・
石
山
陣
所
の
場
）

　

遺
作
『
日
本
第
一
和
布
苅
神
事
』
（
安
永
二
年
）
は
悪
人
と
し
て
知
ら
れ
る
梶
原
景
時
を
善
人
に
設
定
し
て
い
る
。
家
族
が
諫
死
し
、

つ
い
に
景
時
は
本
心
を
明
か
し
て
自
害
す
る
の
で
あ
る
。
若
松
、
静
、
教
経
が
宝
剣
を
求
め
て
海
に
入
る
と
、
常
陸
坊
の
仙
術
に
よ
っ
て

竜
宮
が
出
現
し
、
宝
剣
を
取
り
戻
す
こ
と
に
な
る
。

皆
　々

サ
ア
サ
ア
、
こ
な
た
へ
来
り
候
へ
来
り
候
へ
。

～
連
れ
て
内
に
ぞ
。

〈
ト
三
重
に
て
楼
内
セ
リ
下
げ
る
。

向
う
一
面
の
結
構
な
る
龍
宮
御
殿
に
な
る
。
但
し
前
は
一
面
の
御
簾
な
り
〉�

（
『
日
本
第
一
和
布
苅
神
事
』
大
詰
）

　

こ
う
し
た
舞
台
機
構
の
複
雑
化
が
、
浄
瑠
璃
の
語
り
の
側
面
を
弱
体
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「
チ
ョ
ボ
」
を
多

用
す
る
試
み
も
語
り
の
力
を
蘇
ら
せ
る
よ
り
も
、
か
え
っ
て
弱
め
て
し
ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
正
三
に
近
い
門
弟
が
記
し
た
と

さ
れ
る
『
並
木
正
三
一
代
噺
』
（
天
明
五
年
）
は
、
は
な
は
だ
興
味
深
い
。
「
竹
馬
の
こ
ろ
ハ
歌
舞
伎
の
楽
や
を
あ
そ
び
所
、
又
は
操
芝
居

へ
入
込
、
介
錯
の
た
す
け
と
成
、
か
ら
く
り
芝
居
の
下
屋
へ
這
入
、
ぜ
ん
ま
い
つ
も
り
物
の
糸
ど
り
を
見
お
ぼ
へ
」
と
い
う
人
生
自
体
が

か
ら
く
り
芝
居
に
み
え
る
か
ら
で
あ
る
（
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
六
）
。

　
　
　
　
　

四
　
並
木
五
瓶
論
―
―
絶
景
と
書
替

　

伊
賀
越
え
を
す
る
と
、
後
戻
り
で
き
な
い
変
容
を
遂
げ
る
。
そ
れ
を
実
践
し
て
み
せ
た
の
が
実
は
並
木
五
瓶
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

五
瓶
自
身
が
上
方
か
ら
江
戸
へ
と
下
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
上
方
で
五
瓶
が
得
意
と
し
て
い
た
の
は
異
国
の
表
象
で
あ
っ
た
。
『
金
門

五
山
桐
』
（
安
永
七
年
）
に
は
「
大
明
の
宋
蘇
卿
」
が
登
場
し
、
『
韓
人
漢
人
手
管
始
』
（
寛
政
元
年
）
に
も
異
国
と
関
係
し
た
人
物
が
登

場
し
て
い
る
（
「
此
唐
人
組
と
い
ふ
は
、
長
崎
を
切
敷
た
仲
衆
…
」
）
。

　

し
か
し
、
江
戸
に
下
っ
た
五
瓶
は
江
戸
の
表
象
を
得
意
と
す
る
に
至
る
。
上
方
で
も
江
戸
で
も
、
五
瓶
は
空
間
の
表
象
を
得
意
と
し
て

い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
書
き
替
え
が
あ
る
。
「
江
戸
に
下
っ
て
か
ら
の
五
瓶
は
、
旧
作
の
な
か
か
ら
伝
奇
性
の
強
い
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も
の
を
除
き
、
わ
ず
か
に
手
を
入
れ
る
程
度
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
皮
肉
に
も
そ
れ
が
五
瓶
の
筆
名
を
高
か
ら
し
め
る
結
果
と
な
っ
た
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
ろ
う
（
『
歌
舞
伎
事
典
』
古
井
戸
秀
夫
）
。
減
算
の
美
学
と
も
い
え
る
が
、
書
き
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
五

瓶
は
歌
舞
伎
に
新
た
な
可
能
性
を
開
く
の
で
あ
る
。

　

「
伊
賀
越
後
編
、
亀
山
噺
前
編
」
の
角
書
を
も
つ
『
平
井
権
八
吉
原
衢
』
（
寛
政
五
年
）
は
、
江
戸
に
下
る
五
瓶
の
運
命
を
先
取
り
す
る

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
父
の
遺
恨
を
晴
ら
す
た
め
殺
人
を
犯
し
た
平
井
権
八
は
網
乗
物
で
江
戸
に
送
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
箱

根
で
駕
籠
を
破
り
、
鈴
ヶ
森
で
江
戸
奴
番
随
長
兵
衛
と
出
会
い
、
吉
原
の
傾
城
小
紫
と
馴
染
み
に
な
る
。

　

『
天
満
宮
菜
種
御
供
』
（
安
永
六
年
）
は
ま
さ
に
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
と
い
う
種
の
利
用
を
し
、
弾
け
る
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
に
な
っ
て
い

る
（
『
双
蝶
々
曲
輪
日
記
』
第
七
の
道
行
「
菜
種
の
乱
れ
咲
き
」
も
活
か
し
て
い
る
）
。
小
桜
、
松
ヶ
枝
、
紅
梅
姫
と
い
う
三
つ
子
の
設
定

が
『
手
習
鑑
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
作
の
時
平
は
ど
こ
ま
で
も
善
人
を
装
っ
て
い
る
。

道
真
は
猶
大
馬
鹿
。
時
平
が
涙
を
誠
と
思
ひ
、
帝
の
守
護
を
く
れ
ぐ
れ
と
涙
を
流
し
頼
み
し
は
、
ア
ア
浅
は
か
浅
は
か
、
道
真
だ

に
ほ
い
ま
く
れ
ば
、
大
内
は
心
の
儘
、
天
皇
、
親
王
、
院
の
別
所
、
か
た
つ
ぱ
し
か
ら
夜
の
お
と
ど
に
押
込
め
、
わ
れ
に
敵
す
る

青
公
家
ば
ら
、
一
々
に
蹴
殺
し
、
大
望
成
就
の
血
祭
り
、
元
老
智
多
の
道
真
、
か
ね
て
心
が
置
か
れ
し
に
、
計
れ
ば
安
く
わ
が
謀

の
網
に
落
ち
た
か
。
〈
思
入
れ
〉
ハ
テ
〈
思
入
れ
〉
心
よ
や
な
ア
。
ム
ム
ム
ム
ム
、
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
〈
ト
大
笑
ひ
、
階
段
の
高
欄
に
も

た
れ
〉
テ
モ
、
道
真
は
い
か
い
阿
房
ぢ
や
な
ア
。�

（
二
つ
目
）

　

二
つ
目
は
笑
い
幕
と
呼
ば
れ
、
道
真
が
太
宰
府
に
去
っ
た
後
、
時
平
の
高
笑
い
で
幕
を
閉
じ
る
が
、こ
れ
は
弾
け
る
場
面
に
ち
が
い
な
い
。

　

七
つ
目
は
人
形
が
泳
ぎ
を
見
せ
る
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
で
あ
る
。
道
真
暗
殺
を
食
い
止
め
る
た
め
、
そ
の
船
を
め
ざ
し
て
泳
ぐ
の
で
あ
る

（
「
十
六
夜
海
へ
飛
込
む
。
花
道
段
々
と
泳
ぎ
、
二
の
手
を
様
々
泳
ぐ
事
あ
る
。
こ
れ
は
介
錯
人
浪
子
に
て
遣
ふ
な
り
。
西
の
方
へ
泳
ぎ
入

る
。
ト
十
六
夜
の
人
形
遣
う
て
出
る
」
）
。

　

『
金
門
五
山
桐
』
の
一
節
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
「
四
方
を
な
が
め
居
る
見
得
」
が
見
事
と
い
っ
よ
い
。

〈
右
高
塀
、
両
方
へ
引
分
ル
、
黒
幕
切
て
落
ス
、
と
造
物
、
山
門
二
重
目
の
扉
前
高
欄
、
垂
木
、
升
形
宜
し
く
、
右
山
門
両
脇
、
一

面
の
桜
の
ば
か
り
、
前
の
蹴
込
の
所
、
霞
に
て
、
下
隠
れ
て
有
、
此
縁
先
に
、
五
右
右
衛
門
、
百
日
蔓
、
黒
羽
二
重
の
着
付
、
前

帯
に
し
て
、
五
右
衛
門
に
て
、
高
欄
に
も
た
れ
、
太
煙
管
に
て
煙
草
呑
、
四
方
の
風
景
を
見
て
居
ル
見
得
に
て
、
此
道
具
前
へ
突
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出
す
、
か
す
か
に
禅
の
勤
、
木
魚
し
や
は
り
に
て
、
是
を
合
方
に
て
、
道
具
留
ル
〉

五
右　

�

春
の
眺
め
は
価
千
金
と
は
小
さ
い
譬
、
五
右
衛
門
が
為
に
は
、
此
価
万
両
、
最
早
日
も
西
に
傾
き
、
誠
に
春
の
夕
暮
の
桜

も
一
入
一
入
、
ハ
テ
、
麗
ら
か
な
眺
め
じ
や
よ
な
。�

（
『
金
門
五
三
桐
』
二
つ
目
）

〈
本
舞
台
、
一
面
に
山
門
の
上
、
扉
前
、
高
欄
、
た
る
木
、
象
鼻
、
極
彩
色
の
組
物
。
山
門
の
左
右
、
一
面
に
桜
の
盛
り
、
蹴
込
み
の
所
、

霞
に
て
隠
し
、
高
欄
の
真
中
に
、
石
川
五
右
衛
門
、
百
日
か
つ
ら
、
ど
て
ら
に
て
、
煙
草
を
呑
み
な
が
ら
、
四
方
を
な
が
め
居
る
見
得
。

本
釣
鐘
、
音
楽
に
て
道
具
お
さ
ま
る
〉

五
右　

�

絶
景
か
な
絶
景
か
な
、
春
の
詠
め
は
価
千
金
と
は
小
さ
な
た
と
へ
、
こ
の
五
右
衛
門
が
目
か
ら
は
万
両
、
も
は
や
日
も
西

に
傾
き
、
誠
に
春
の
夕
暮
の
桜
は
、
取
り
わ
け
一
入
一
入
、
ハ
テ
、
麗
ら
か
な
眺
め
ぢ
や
な
ア
。�

（
『
楼
門
五
三
桐
』
）

　

初
演
の
『
金
門
』
に
「
絶
景
か
な
絶
景
か
な
」
の
台
詞
は
な
い
が
、
す
で
に
そ
の
要
素
は
潜
在
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

再
演
の
『
楼
門
』
の
台
詞
は
全
く
新
し
く
付
け
加
わ
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
同
様
の
台
詞
は
近
松
半
二
に
よ
る
『
小
野
道
風
青
柳

硯
』
蛙
飛
び
の
場
に
も
み
え
る
が
（
「
扨
絶
景
か
な
絶
景
か
な
…
一
ツ
刻
価
千
金
」
第
二
）
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
遙
か
な
広
が
り
が
あ
る
。

　

『
け
い
せ
い
黄
金
鯱
』
（
天
明
二
年
）
に
も
広
が
り
の
あ
る
場
面
が
み
え
る
。

〈
右
関
家
板
松
を
東
へ
引
て
取
、
黒
幕
切
て
お
と
す
、
ト
後
浅
黄
幕
、
稲
村
五
つ
六
つ
此
合
や
は
り
板
松
、
是
よ
り
始
終
雪
ふ
る
、

よ
ろ
し
く
有
て
、
向
ふ
よ
り
伊
達
五
郎
鯱
も
つ
て
逃
て
出
る
、
歩
左
衛
門
追
か
け
出
〉

ヤ
ア
大
切
成
鯱
こ
つ
ち
へ
渡
せ
、

イ
ヤ
な
ら
ぬ�

（
五
幕
目
）

　

写
実
性
が
評
価
さ
れ
る
『
五
大
力
恋
緘
』
（
寛
政
七
年
）
は
、
も
と
も
と
島
津
の
琉
球
攻
め
を
描
い
た
『
島
廻
戯
聞
書
』
（
寛
政
六
年
）

の
後
半
を
独
立
さ
せ
た
世
話
物
で
あ
る
。
角
書
に
「
琉
球
大
王
は
日
本
の
優
雅
／
太
主
嫁
寮
は
異
国
の
娼
妓
」
と
あ
り
、
前
半
は
印
伝
国

が
琉
球
を
攻
め
る
と
い
う
異
国
性
を
も
つ
。
後
半
で
は
三
五
兵
衛
の
せ
い
で
愛
想
尽
か
し
さ
れ
た
と
思
い
込
ん
だ
五
兵
衛
が
、
小
万
を
斬

り
殺
す
。
上
方
台
帳
で
は
菊
野
と
呼
ば
れ
て
い
た
傾
城
が
、
江
戸
台
帳
で
は
小
万
と
な
る
。

小
万　

サ
ア
、
こ
の
三
味
線
の
、
エ
エ
胴
欲
ぢ
や
わ
い
な
ア
。
〈
ト
煙
管
に
て
、
三
味
線
を
打
ち
破
る
〉

三
五　

�

エ
エ
、
か
た
じ
け
な
い
。
〈
ト
そ
の
皮
を
引
き
破
り
、
戴
い
て
懐
中
す
る
。
小
万
心
づ
き
、
ハ
ツ
と
こ
な
し
。
源
五
兵
衛
こ
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な
し
あ
つ
て
〉

源
五　

�

ム
ウ
、
三
味
線
は
芸
者
の
魂
、
誓
ひ
を
立
て
し
五
大
力
に
、
筆
を
加
へ
て
三
五
大
切
、
剰
へ
打
ち
破
つ
た
は
。
〈
ト
ち
よ
つ

と
脇
差
へ
手
を
か
け
、
あ
た
り
を
見
て
、
ち
や
つ
と
思
入
れ
あ
つ
て
、
急
か
ぬ
こ
な
し
〉

フ
ウ
ム
、
何
と
し
や
う
、
し
や
う
事
が
な
い
、
身
共
も
ふ
つ
つ
り
、
思
ひ
切
つ
た
。�

（
大
切
・
仲
町
花
屋
の
場
）

　

五
兵
衛
は
殺
し
た
小
万
の
首
に
煙
草
の
煙
を
吹
き
か
け
る
が
、
そ
れ
は
「
煙
草
」
を
呑
ん
で
い
た
石
川
五
右
衛
門
に
通
じ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

小
万
、
三
五
、
五
兵
衛
。
五
大
力
が
す
ば
ら
し
い
の
は
三
人
の
構
成
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
五
大
力
は
歌
舞
伎
の
定
番
と
し
て
た
び
た
び

書
き
替
え
上
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
本
試
論
の
仮
説
で
あ
る
。

　

『
隅
田
春
妓
女
容
性
』
（
寛
政
八
年
）
は
梅
の
由
兵
衛
と
呼
ば
れ
る
作
品
で
あ
る
。
千
葉
家
の
家
臣
三
島
隼
人
に
恩
の
あ
る
梅
の
由
兵
衛

は
、
そ
の
娘
で
拐
か
さ
れ
て
吉
原
芸
者
と
な
っ
た
小
さ
ん
の
身
請
け
金
を
工
面
し
よ
う
と
す
る
。

由
兵　

�

お
れ
は
ま
ん
ざ
ら
よ
こ
し
ま
な
非
道
を
す
る
男
ぢ
や
あ
な
い
が
、
今
夜
に
迫
り
百
両
の
、
金
が
な
け
れ
ば
命
づ
く
、
思
ひ

が
け
な
く
こ
な
さ
ん
に
、
フ
ト
出
逢
つ
た
こ
つ
ち
の
幸
ひ
、
そ
つ
ち
の
不
運
と
あ
き
ら
め
て
、
ど
う
ぞ
そ
の
金
貸
し
て
下

せ
へ
。
そ
れ
も
二
日
か
三
日
の
う
ち
、
こ
つ
ち
の
金
の
出
来
次
第
、
尋
ね
て
行
て
き
つ
と
戻
す
。
始
め
て
逢
つ
た
こ
な
さ

ん
に
、
押
し
付
け
業
な
無
心
だ
が
、
ど
う
ぞ
頼
み
を
聞
い
て
下
せ
へ
。�

（
二
幕
目
）

　

二
幕
目
の
大
川
端
で
由
兵
衛
は
丁
稚
長
吉
に
金
の
無
心
を
す
る
が
、
こ
の
懇
願
ぶ
り
は
黙
阿
弥
に
受
け
継
が
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
長

吉
の
所
持
し
て
い
た
百
両
は
由
兵
衛
に
届
け
ら
れ
る
は
ず
の
金
だ
っ
た
。
し
か
し
、
由
兵
衛
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
に
長
吉
を
殺
し
て
し

ま
う
の
で
あ
る
（
「
女
房
の
弟
が
金
を
拵
え
持
つ
て
来
た
の
を
殺
す
と
は
、
い
か
な
る
因
果
の
報
ひ
ぞ
や
」
）
。

　

『
富
岡
恋
山
開
』
（
寛
政
十
年
）
は
二
人
新
兵
衛
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
三
人
吉
三
に
受
け
継
が
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
玉
屋
新
兵
衛
は
、

兄
九
十
郎
に
売
ら
れ
れ
深
川
の
遊
女
小
女
郎
に
な
っ
て
い
た
菊
野
を
探
し
当
て
る
。

小
女　

�

ほ
ん
に
ま
ア
そ
の
や
う
に
酒
び
た
し
、
国
に
い
る
時
よ
り
、
家
中
で
名
う
て
の
悪
党
に
て
、
つ
い
に
は
殿
様
の
お
耳
に
入
り
、

と
と
様
ま
で
も
御
勘
気
こ
ふ
む
り
、
永
の
お
暇
に
な
り
し
は
、
皆
お
前
の
不
行
跡
か
ら
。
そ
れ
か
ら
江
戸
へ
出
て
屋
敷
方

へ
奉
公
し
て
元
の
や
う
に
侍
に
な
り
、
親
へ
孝
行
つ
く
す
ゆ
ゑ
、
金
を
工
面
し
て
く
れ
と
わ
た
し
を
た
ば
か
り
勤
め
奉
公
、
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そ
の
身
の
代
も
み
ん
な
お
前
が
使
ひ
尽
く
し
…�

（
二
幕
目
「
二
軒
茶
屋
の
場
」
）

　

こ
の
悪
党
ぶ
り
は
南
北
に
受
け
継
が
れ
る
だ
ろ
う
。
二
幕
目
、
猪
の
堀
の
場
で
は
「
た
と
へ
あ
と
で
親
父
め
が
、
牢
へ
入
つ
て
死
の
ふ

と
も
、
少
し
も
お
れ
に
か
ま
ひ
は
ね
へ
。
子
の
代
は
り
に
親
が
な
る
は
、
親
の
冥
加
と
い
ふ
も
の
だ
」
と
罵
っ
て
い
る
が
、
そ
の
非
道
に

憤
っ
た
出
村
新
兵
衛
は
つ
い
に
九
十
郎
を
斬
り
殺
す
。

　

自
分
の
心
が
「
こ
の
か
ら
傘
と
下
駄
じ
や
」
と
い
う
出
村
新
兵
衛
の
台
詞
は
興
味
深
い
。
「
ど
の
や
う
に
大
雨
が
降
ら
ふ
と
、
こ
の
傘

を
さ
せ
ば
一
滴
も
身
に
は
か
か
ら
ず
、
小
女
郎
と
い
ふ
大
雨
が
身
に
降
り
か
か
つ
て
も
こ
の
傘
で
ふ
せ
ぐ
。
又
こ
う
す
ぼ
め
る
と
そ
の
雨

が
身
へ
落
ち
て
、
下
の
泥
は
、
な
れ
あ
ふ
そ
の
泥
め
が
、
身
に
か
か
つ
て
汚
さ
ふ
と
は
ね
あ
が
つ
て
も
、
そ
こ
で
下
駄
だ
。
こ
れ
を
履
け

ば
泥
を
よ
け
、
傘
を
さ
せ
ば
身
に
か
か
る
雨
を
し
の
ぎ
、
な
に
と
よ
く
し
た
も
の
だ
。
又
あ
の
泥
め
が
ど
う
こ
ね
返
し
て
も
、
こ
の
下
駄

で
踏
み
に
じ
る
は
」
。
歌
舞
伎
と
は
天
か
ら
降
り
注
ぐ
災
い
を
避
け
、
地
か
ら
跳
ね
上
が
る
災
い
を
避
け
る
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
る
ド
ラ
マ

な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

お
わ
り
に
―
―
浄
瑠
璃
か
ら
歌
舞
伎
へ

　　

以
上
、
宗
輔
、
半
二
、
正
三
、
五
瓶
の
主
要
作
品
を
み
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
が
南
北
作
品
や
黙
阿
弥
作
品
の
基
盤
に
な
っ
て
い
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
の
作
品
群
は
様
式
性
が
強
く
作
家
性
を
強
調
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

し
か
し
、
あ
え
て
作
家
性
を
強
調
し
て
み
る
こ
と
で
、
様
式
性
の
細
部
が
い
く
ら
か
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
特

徴
は
学
び
の
場
と
拮
抗
す
る
三
者
の
空
間
で
あ
り
、
渡
河
と
道
中
の
空
間
で
あ
り
、
仕
掛
け
に
よ
る
空
間
の
変
容
で
あ
る
。
そ
し
て
、
絶

景
に
よ
る
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
書
替
に
よ
る
リ
メ
イ
ク
が
歌
舞
伎
の
様
式
性
と
な
る
。

　

「
紅
粉
が
流
る
る
」
と
あ
っ
た
近
松
『
国
性
爺
合
戦
』
の
水
は
、
半
二
の
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
を
通
過
し
て
、
静
か
に
黙
阿
弥
へ
と

流
れ
込
む
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
己
が
身
を
焼
く
蜘
火
の
光
り
」
と
あ
っ
た
近
松
『
関
八
州
繋
馬
』
の
炎
は
、
宗
輔
の
『
夏
祭
浪
花
鑑
』

で
火
傷
を
起
こ
し
、
苛
烈
に
南
北
へ
と
連
鎖
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

浄
瑠
璃
が
語
り
物
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
歌
舞
伎
は
台
詞
劇
で
あ
る
（
そ
の
た
め
、
逆
に
無
言
の
ダ
ン
マ
リ
場
面
が
生
き
る
）
。
並
木
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宗
輔
は
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
と
も
に
か
か
わ
っ
た
が
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
い
っ
た
ん
歌
舞
伎
作
者
に
転
じ
、
浄
瑠
璃
の
形

態
上
の
特
色
を
客
観
的
に
把
握
し
得
た
竹
本
座
時
代
以
後
は
、
人
物
の
個
人
的
な
行
動
や
心
理
を
詳
細
に
描
く
劇
の
方
法
よ
り
も
、
歴
史

の
流
れ
や
集
団
の
運
命
を
物
語
り
つ
つ
人
生
の
断
面
を
表
わ
す
叙
事
詩
的
手
法
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
叙
事
詩
か
ら
出
て
極
度
に
劇

に
近
づ
い
た
浄
瑠
璃
は
、
こ
こ
に
お
い
て
再
び
叙
事
詩
に
回
帰
し
、
操
浄
瑠
璃
と
し
て
真
の
完
成
を
見
た
と
い
え
る
」
（
『
日
本
古
典
文
学

大
辞
典
』
内
山
美
樹
子
）
。

　

空
間
設
定
を
重
視
し
た
半
二
は
、
宗
輔
以
上
に
浄
瑠
璃
か
ら
歌
舞
伎
へ
の
道
を
広
げ
た
。
さ
ら
に
並
木
五
瓶
は
舞
台
の
仕
掛
け
を
工
夫

す
る
こ
と
で
、
歌
舞
伎
の
可
能
性
を
開
い
た
。
そ
れ
は
中
世
的
な
閉
鎖
性
を
伴
っ
た
浄
瑠
璃
か
ら
近
世
的
な
開
放
性
を
伴
っ
た
歌
舞
伎
へ

の
転
換
と
い
っ
て
よ
い
。
無
機
質
の
人
形
を
操
る
浄
瑠
璃
に
対
し
て
、
役
者
の
生
命
力
が
際
立
つ
歌
舞
伎
に
は
開
放
的
な
陽
気
さ
が
満
ち

て
い
る
。

　

浄
瑠
璃
か
ら
歌
舞
伎
へ
の
転
換
、
そ
れ
は
伝
奇
性
を
切
り
捨
て
て
い
っ
た
こ
と
と
不
可
分
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
南
北
が
そ
う
し
た
伝

奇
性
を
取
り
戻
そ
う
と
し
た
作
家
で
あ
り
、
黙
阿
弥
が
伝
奇
性
を
切
り
捨
て
て
い
っ
た
作
家
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
え
な
い
。
し
か
し
、

語
り
の
技
芸
と
い
う
側
面
か
ら
み
る
と
、
南
北
は
浄
瑠
璃
の
可
能
性
を
切
り
捨
て
た
作
家
で
あ
り
、
黙
阿
弥
は
浄
瑠
璃
の
可
能
性
を
取
り

戻
そ
う
と
し
た
作
家
で
あ
ろ
う
。
南
北
が
装
置
に
頼
る
の
に
対
し
て
、
黙
阿
弥
は
装
置
に
頼
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

三
大
傑
作
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
に
お
け
る
三
つ
子
（
三
の
抗
争
）
、
『
義
経
千
本
桜
』
に
お
け
る
三
つ
の
身
体
（
三
の
変
容
）
、
『
仮
名

手
本
忠
臣
蔵
』
に
お
け
る
三
人
の
死
（
三
の
反
復
）
を
み
て
き
た
が
、
拡
張
す
る
三
の
力
学
と
収
縮
す
る
二
の
力
学
の
抗
争
と
し
て
近
世

演
劇
史
を
読
み
解
く
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
や
『
双
蝶
々
曲
輪
日
記
』
は
双
数
性
が
際
立
ち
つ
つ
、
第
三
の
力
が

働
い
て
い
る
。
「
団
七
九
郎
兵
衛
釣
船
三
婦
一
寸
徳
兵
衛
」
と
い
う
角
書
き
を
も
つ
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
は
男
伊
達
団
七
、
釣
船
三
婦
、
一

寸
徳
兵
衛
の
三
人
に
団
七
女
房
が
絡
む
か
ら
で
あ
り
、
「
関
取
濡
髪
名
取
放
駒
」
と
い
う
角
書
き
を
も
つ
『
双
蝶
々
曲
輪
日
記
』
は
二
人

の
角
力
取
り
の
達
引
き
に
与
五
郎
・
藤
屋
夫
婦
の
情
話
が
絡
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

宗
輔
の
単
独
作
に
『
釜
渕
双
級
巴
』（
元
文
二
年
）
が
あ
る
が
、
並
木
宗
輔
は
「
双
」
の
原
理
を
有
し
つ
つ
「
三
つ
巴
」
の
力
学
を
働
か
せ
る
。

石
川
五
右
衛
門
父
子
の
話
で
あ
り
な
が
ら
、
継
母
と
の
関
係
、
養
父
と
の
関
係
が
介
入
す
る
か
ら
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
宗
輔
が
百
足

退
治
の
挿
話
を
二
度
も
描
い
て
い
る
点
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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千
丈
百
足
蜈
蚣
の
勢
、
数
の
う
ろ
く
ず
一
ﾄ
口
呑
、
剣
に
均
毒
の
針
、
さ
し
付
ｹ
ま
き
立
な
や
ま
せ
ば
、
龍
女
は
危
追
廻
れ
波
に

た
だ
よ
ひ
逃
て
行
（
中
略
）
ひ
や
う
ど
は
な
せ
ば
眉
間
を
微
塵
、
喉
を
つ
ら
ぬ
き
た
ち
ま
ち
に
、
弱
る
所
を
左
衛
門
い
が
じ
ゆ
、

刺
通
し
刺
通
し
、
蜈
蚣
は
亡
失
に
け
り
。�

（
享
保
十
四
年
『
藤
原
秀
郷
俵
系
図
』
第
五
）

彼
曽
我
村
の
百
足
婆
、
二
十
両
の
婚
納
の
さ
き
が
ね
、
そ
ん
に
せ
ま
い
と
お
く
ば
な
ら
し
、
門
口
の
ぞ
い
て
わ
わ
り
声
、
コ
レ
八
八
殿
、

茶
の
下
た
い
て
湯
水
が
見
事
の
ど
へ
通
る
か
、
婚
納
に
わ
た
し
た
二
十
両
、
戻
す
か
嫁
お
こ
す
の
か
、
二
つ
に
一
つ
の
へ
ん
と
う

ど
ふ
し
て
く
だ
さ
る
聞
た
い
…�

（
享
保
十
七
年
『
赤
沢
山
伊
東
伝
記
』
第
四
）

　

前
者
は
百
足
の
怪
物
、
後
者
は
百
足
婆
と
呼
ば
れ
る
老
婆
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
百
足
は
無
数
の
関
節
、
無
数
の
節
足
を
も
つ
が
、

百
足
の
名
を
背
負
っ
た
両
者
は
と
も
に
殺
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
無
数
に
分
岐
し
か
ね
な
い
筋
道
を
抑
圧
す
る
の
が
宗
輔
と
い
う
劇
作
家

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
の
原
理
、
三
の
力
学
、
あ
る
い
は
五
段
の
構
成
、
そ
う
し
た
整
数
に
劇
作
を
整
理
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
宗
輔

の
手
腕
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
驚
く
ほ
ど
多
作
な
理
由
で
あ
り
、
た
や
す
く
共
作
を
実
現
す
る
理
由
で
あ
ろ
う
。
後
に
千
柳

を
名
乗
る
が
、
義
経
を
付
け
狙
う
側
か
ら
『
清
和
源
氏
十
五
段
』（
享
保
十
二
年
）
を
描
い
た
後
で
、
追
わ
れ
る
義
経
の
悲
劇
『
義
経
千
本
桜
』

（
延
享
四
年
）
を
実
現
し
た
の
は
宗
輔
の
「
双
」
の
原
理
に
よ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
（
前
者
に
「
ふ
う
ふ
は
う
つ
か
り
昼
狐
」
と
あ
っ

た
が
、
後
者
で
「
千
」
の
力
学
を
体
現
し
た
狐
が
登
場
す
る
）
。

　

近
松
半
二
の
場
合
は
三
の
力
学
よ
り
も
二
の
原
理
の
ほ
う
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
宗
輔
に
み
ら
れ
た
競
合
の
設
定
を
空
間
化
す
る

と
い
っ
て
も
よ
い
。
『
妹
背
山
女
庭
訓
』
は
入
鹿
と
い
う
第
三
の
力
が
中
心
に
あ
る
が
、
大
判
事
家
と
太
宰
家
の
双
数
性
に
焦
点
を
絞
っ

て
い
く
と
こ
ろ
に
半
二
の
特
質
が
見
て
取
れ
る
。
原
拠
と
な
っ
た
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』は
お
家
騒
動
と
敵
討
ち
を
組
み
合
わ
せ
て
い
た
が
、

半
二
の
『
伊
賀
越
道
中
双
六
』は
お
家
騒
動
を
消
し
去
り
、
敵
討
ち
に
お
け
る
敵
と
味
方
の
双
数
性
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
る
。『
奥
州
安
達
原
』

に
お
け
る
源
氏
と
安
倍
一
族
の
対
立
（
「
東
山
道
の
国
の
果
陸
奥
一
国
の
出
入
を
改
め
非
常
を
示
す
白
川
の
関
…
」
第
三
）
、
「
武
田
信
玄

上
杉
謙
信
」
と
い
う
角
書
き
を
も
つ
『
本
朝
廿
不
孝
』
に
お
け
る
武
将
の
対
立
（
「
甲
斐
と
越
後
の
領
分
に
わ
け
て
立
て
た
る
境
目
の
場

所
…
」
第
三
）
、『
近
江
源
氏
先
陣
館
』
に
お
け
る
源
平
の
対
立
も
同
様
で
あ
ろ
う
（
「
そ
の
源
は
近
江
路
の
比
叡
山
、
お
ろ
し
隔
て
ら
れ
…
」

第
八
）
。
『
関
取
千
両
幟
』
に
お
け
る
角
力
対
決
（
「
池
田
の
関
取
、
天
満
の
関
取
、
千
両
、
千
両
二
幟
其
名
を
難
波
に
上
げ
に
け
り
」
第
九
）
、

「
お
染
久
松
」
と
い
う
角
書
き
を
も
つ
『
新
版
歌
祭
文
』
に
お
け
る
男
女
の
双
数
性
も
注
意
さ
れ
る
（
「
ど
う
で
も
死
な
ね
ば
、
な
ら
ぬ
身
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の
上
、
未
来
は
一
所
に
手
を
取
つ
て
…
」
下
巻
）
。

　

随
筆
『
独
判
断
』
（
天
明
七
年
）
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
半
二
は
分
か
つ
作
家
と
い
え
る
（
「
人
に
物
習
ふ
事
を
や
め
て
何
事
も

我
胸
一
ツ
て
得
手
勝
手
の
了
簡
を
付
て
人
は
何
と
言
は
ふ
と
ま
ま
よ
…
」
）
。
徳
兵
衛
が
割
り
算
を
す
る
と
こ
ろ
に
近
松
と
の
相
違
が
見
て

取
れ
る
（
「
両
方
合
は
し
て
五
十
四
貫
あ
る
が
、
所
で
こ
れ
を
三
百
六
十
日
で
割
つ
て
見
れ
ば
…
」
『
往
古
曾
根
崎
村
噂
』
安
政
七
年
）
。

も
ろ
も
ろ
の
分
割
を
空
間
化
し
た
の
が
半
二
と
い
う
作
家
に
ち
が
い
な

〔
２
〕

い
。

　

『
仮
名
写
安
土
問
答
』
（
安
永
九
年
）
の
春
長
は
突
如
、
将
軍
義
昭
を
裏
切
る
。
「
只
今
迄
は
主
君
と
仰
ぐ
義
昭
公
、
今
よ
り
は
、
官
も

位
も
な
き
慶
覚
御
坊
…
」
と
語
っ
て
い
る
が
（
第
一
）
、
春
長
は
分
か
つ
人
物
な
の
で
あ
る
。
春
長
の
妹
御
幸
姫
は
不
義
を
理
由
に
出
家

さ
せ
ら
れ
、
春
長
と
敵
対
す
る
別
所
小
三
郎
に
殉
じ
る
。
「
こ
が
る
る
、
姫
山
に
名
は
埋
れ
し
男
山
、
義
者
の
誠
を
、
三
木
の
城
古
跡
は
、

今
に
残
り
け
り
」
と
あ
り
（
第
三
）
、
こ
の
ド
ラ
マ
に
も
妹
背
山
の
緊
張
感
が
漲
っ
て
い
る
。
結
末
で
興
味
深
い
の
は
、
演
能
の
数
の
問

題
で
あ
ろ
う
。
「
十
三
番
ン
と
有
ル
お
能
数
、
何
卒
五
番
ン
に
減
少
有
リ
た
し
」
と
願
い
、
「
十
三
番
は
愚
、
百
番
ン
で
も
押
シ
だ
ま
つ
て

拝
見
有
ル
が
身
の
お
為
」
と
反
論
さ
れ
る
（
第
四
）
。
春
長
の
権
力
を
示
す
数
の
問
題
が
本
能
寺
の
炎
上
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
が
、

五
段
構
成
の
本
作
が
後
続
の
『
絵
本
太
功
記
』
（
寛
政
十
一
年
）
で
は
十
三
段
構
成
に
な
る
。

　

並
木
五
瓶
の
場
合
は
三
の
構
図
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
『
金
門
五
山
桐
』
の
石
川
五
右
衛
門
、
久
吉
、
お
菊
、『
韓
人
漢
人
手
管
始
』
の
大
学
、

小
女
郎
、
伝
七
、『
平
井
権
八
吉
原
衢
』
の
長
兵
衛
、
権
八
、
小
紫
、『
五
大
力
恋
緘
』
の
源
五
兵
衛
、
小
万
、
三
五
兵
衛
、『
隅
田
春
妓
女
容
性
』

の
由
兵
衛
、
小
梅
、
長
吉
、『
富
岡
恋
山
開
』
の
玉
屋
新
兵
衛
、
小
女
郎
、
出
村
新
兵
衛
な
ど
に
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。
三
の
構
図
は
異
国
、

上
方
、
江
戸
と
い
う
社
会
空
間
に
も
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
江
戸
に
下
っ
た
五
瓶
は
、
異
国
の
表
象
を
削
っ
た
代
わ
り
に
江
戸
の
表
象
を

濃
密
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。

注〔
１
〕
忠
臣
蔵
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
服
部
幸
雄
編
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
を
読
む
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

〔
２
〕�

菅
専
助
、
近
松
半
二
『
蓋
寿
永
軍
記
』（
安
永
五
年
）
に
は
「
勢
竹
を
割
ご
と
く
烈
し
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
半
二
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
半
二
に
お
け
る
「
し

こ
み
」
と
「
ほ
ど
き
」
に
つ
い
て
は
前
掲
の
内
山
論
著
を
参
照
。
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〈
付
記
〉
本
稿
は
二
〇
二
〇
・
二
一
年
度
沖
縄
国
際
大
学
特
別
研
究
費
に
よ
る
も
の
で
す
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
並
木
宗
輔
、
近
松
半
二
、
並
木
正
三
、
並
木
五
瓶

〈
要
旨
〉
本
稿
で
は
宗
輔
、
半
二
、
正
三
、
五
瓶
の
主
要
作
品
を
空
間
設
定
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
て
み
た
。
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
の
作
品

群
は
様
式
性
が
強
く
作
家
性
を
強
調
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
あ
え
て
作
家
性
を
強
調
し
て
み
る
こ
と
で
、
様
式
性
の
細
部
が
い
く

ら
か
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
特
徴
は
学
び
の
場
と
拮
抗
す
る
三
者
の
空
間
で
あ
り
、
渡
河
と
道
中
の
空
間
で
あ
り
、

仕
掛
け
に
よ
る
空
間
の
変
容
で
あ
る
。
そ
し
て
、
絶
景
に
よ
る
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
書
替
に
よ
る
リ
メ
イ
ク
が
歌
舞
伎
の
様
式
性
と
な
っ
て

い
る
。

〈
訂
正
〉

　

�

本
誌
44
号
65
頁
19
行
目
「
実
に
善
悪
の
源
同
じ
く
、
迷
悟
体
一
な
る
」
→
「
古
徳
、
菩
薩
の
戒
を
釈
す
る
に
、
分
つ
て
行
人
に
四
句
を

作
れ
り
。
一
つ
に
は
、
外
は
浄
に
内
は
染
な
る
（
中
略
）
」

　

同
91
頁
17
行
目
「
九
四
」
→
「
一
〇
八
」

　

同
94
頁
３
行
目
「
馬
を
哀
れ
む
挿
話
を
記
し
て
い
る
が
」
→
削
除


